
我々は軽音楽部に対して、同じ絵を見ているだろうか



全国学校軽音楽部協会は
「部活動は教育の一環である」の理念のもと
高等学校軽音楽部の活動を応援しています。

　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が
軽音楽を通して様々なことを学んでいます。それは、軽音楽部の

「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、
「コミュニケーション」「チームワーク」「クリエイティビティー」
といった社会で必要とされるスキルを育てることができる部活動
だと認知されてきたからだと思います。しかし、その一方で、他
の部活動に比べるとまだその運営方法や指導方法などが確立して
おらず、学校単位、各都道府県の高等学校文化連盟軽音楽専門部
や軽音楽連盟単位での活動にとどまっているのが現状です。また、
大会における審査基準やレギュレーション、校外活動の範囲、部
活動とバンド活動との違いなどに統一された定義がないことが軽
音楽部の発展の妨げになっていると思います。

　今後、軽音楽部の社会的な認知と発展が進み、生徒が部活動と
して正しく活動できる状態にするには、文化庁をはじめ、各都道
府県の高文連専門部や連盟、顧問の先生方と協力しながら、全国
規模の交流ができる場を作ることや軽音楽部員への直接的な支
援、及び指導が必要だと思います。

　私たちは、このような支援活動を推進するには、公平性と中立
性を保ちながら、情報公開を通じて広く一般の方の賛同を得るこ
とができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、
本協会を設立しました。これまでにも、情報誌の発行、大会や合
同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生徒や顧問への各
種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行っ
てきました。今後も不特定、かつ多数の公益に寄与しながら、軽
音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会
理事長　三谷佳之
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特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会
理事長　三谷佳之

mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani

三 谷 佳 之  YOSHIYUKI MITANI

BLOOD SABBATH（www.bloodsabbath.com）

※  会 社 の ホ ー ム ペ ー ジ で 設 立 以 来 の 活 動
を 紹 介 し て い ま す

　前号より「顧問通信」のカラー化、PDF

化に変更しました。読んでみようと思って

いただける顧問の先生方に送るオプトイン

方式は作り手の気持ちにさらなる張り合い

を与えてくれます。「部活動としての軽音楽

部」を定着させるための同志というか、仲

間というか…心強い味方です。まだまだ小

さな存在ですが、小さいからこそ意思を同

じくして、一枚岩として動いていきたいと

思います。

　軽音協ではコロナ禍で軽音楽大会ができ

なくなった代替に、3 年生が部活動に打ち

込んだ証になればと思い、「思い出プログラ

ム」という冊子の発行を発案しました。具

体的には愛知県版、静岡県版、中部地方版

と京都府版を作成しました。資料を用意し

てくださった顧問の先生方と趣旨に賛同を

いただき、挨拶文を寄稿してくださった文

化庁やかけはし芸術文化振興財団様にはこ

の場をお借りしてお礼申し上げます。

　ここ最近、部活動としての軽音楽部の認

知向上のために、日本部活動学会や文化庁

などとのお付き合いが増えています。日本

部活動学会では、先月拙文ながら「地方自

治体や地域の活性化と新しい部活動の在り

方」という抄録を発表しました。部活動と

しての軽音楽部の活動領域として自治体や

地域活性化の可能性があると感じるからで

す。また、先月実施した「部活動指導員派

遣に関するアンケート調査」は回答率も高

く、一定の方向性を読み解くことができる

と思います。集計結果は次号の顧問通信に

掲載すると共に、文化庁に届ける予定です。

　文化庁では新しい文化部活動の在り方を

考える中で、軽音楽部に注目というのは言

い過ぎかもしれませんが、少なくとも関心

を寄せていただいていることは事実だと思

います。その一方で、古い歴史を持つ部活

動や強固な組織を持つ部活動などを横目に

見ると、今の軽音楽部には全国大会はある

ものの複数が存在しており、それぞれの存

在意義が明確になっていません。また、各

県が独立して活動しており、各県を取りま

とめる上部組織がないのも事実です。今後、

文部科学省、文化庁、教育委員会などの軽

音楽部の「外」の組織に認められていくに

は、軽音楽部の「内」の組織を固めること

が不可欠です。そこで思うのです。我々、

軽音楽部に関わっている者が思い描く軽音

楽部のあるべき姿＝絵は同じでしょうか。

同じ「絵」を見ているでしょうか。各県の

各顧問の先生の中の軽音楽部は「同床異夢」

や「同音異義」になっていないでしょうか。

まずは、そこから始めないといけないので

はないかと思います。

　では、また次号で…。

我々は軽音楽部に対して、同じ絵を見ているだろうか

F r o m  C h i e f - I n - E d i t o r

　小学生で電気に興味を持つ。中学生でブリティッ

シュ・ロックに目覚め、将来はイギリスに住む！

と妄想。英語は必須と直感。エレキ・ギターを弾

きつつ、シンセサイザーに興味を持ち、楽器より

電気に傾倒。国立奈良工業高等専門学校電気工学

科に進学。ロックバンドを組むが長続きせず。在

学中、興味の対象は広告宣伝や販売促進、マーケ

ティングに移る。某電子楽器メーカーに就職後、

最新テクノロジーだった通信事業に興味を持ち、

9 年間の勤務を経て、独立。ミュージックネット

ワークを設立。インターネットのない時代から音

楽と通信ネットワークの分野で数々の日本初のビ

ジネスを立ち上げる。2000 年の少し前、イン

ターネット業界では当たり前の「コンテンツは無

料」というコンセプトを雑誌に応用した「無料雑

誌」を思いつき、創刊。2013 年、高校の軽音

楽部向けの無料雑誌「DiGiRECO.JR」を創刊。 

2018 年、大学の軽音楽サークル向けの無料雑誌

「DiGiRECO.SR」を創刊。同年、特定非営利活動

法人「全国学校軽音楽部協会」を設立。

　音楽面では約 10 年前にバンドへの興味が再燃。

ハードロック系イベントを主催する。その後、主

催するよりも出演する方が楽しそう…ということ

で方向転換。高専生時代から好きだったヘヴィメ

タルの元祖「BLACK SABBATH」のトリビュー

ト・バンド「BLOOD SABBATH」を結成。年間

12 回以上のライブを展開。編集長の立場を利用し

て BLACK SABBATH のメンバーに会うなど…

やりたい放題の公私混同。2013 年 5 月、直訳ロッ

カーの王様と日本語で BLACK SABBATH の名

曲を演奏したアルバム「黒い安息日伝説」を発売。

好調な売れ行きに気を良くして、現在、第 2 弾を

計画中。2015 年 5 月、BLACK SABBATH の

ギタリストであるトニー・アイオミのトリビュー

ト・アルバムに参加。世界デビューを果たす。

# がんばろう軽音楽部
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高等学校文化連盟軽音楽専門部／高等学校軽音楽連盟 連絡先一覧
これは各都道府県の高等学校文化連盟軽音楽専門部、および高等学校軽音楽連盟の連絡先です。各組織に参加することで公式大会に参加したり、他校の顧
問の先生と交流する機会が増えます。下記に掲載されていない県の高等学校の軽音楽系部活動の顧問の先生で、県をまとめて組織化しようと思われる方は
全国学校軽音楽部協会（info@keionkyo.org）までご一報ください。高等学校の軽音楽部の発展を目指して、頑張りましょう。
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■北海道 ----------------------------------------------------------------
6187	 旭川市	 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190	 旭川市	 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239	 旭川市	 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240	 旭川市	 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233	 虻田郡	 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246	 伊達市	 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465	 磯谷郡	 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221	 河西郡	 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259	 岩見沢市	 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350	 空知郡	 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
6412	 空知郡	 北海道南幌高等学校 軽音楽部
9516	 釧路市	 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266	 釧路市	 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281	 厚岸郡	 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450	 厚岸郡	 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186	 江別市	 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287	 根室市	 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197	 札幌市	 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199	 札幌市	 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201	 札幌市	 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203	 札幌市	 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292	 札幌市	 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321	 札幌市	 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218	 札幌市	 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455	 札幌市	 北海道芸術高等学校 軽音部
6303	 札幌市	 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296	 札幌市	 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300	 札幌市	 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305	 札幌市	 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308	 札幌市	 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312	 札幌市	 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313	 札幌市	 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316	 札幌市	 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320	 札幌市	 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322	 札幌市	 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475	 札幌市	 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391	 山越郡	 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193	 室蘭市	 海星学院高等学校 軽音楽部
6334	 室蘭市	 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210	 小樽市	 小樽明峰高等学校 軽音部
6213	 小樽市	 双葉高等学校 音楽同好会
6340	 小樽市	 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342	 小樽市	 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343	 小樽市	 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339	 小樽市	 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425	 上川郡	 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214	 帯広市	 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381	 滝川市	 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232	 中川郡	 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426	 中川郡	 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195	 中川郡	 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529	 苫小牧市	 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405	 苫小牧市	 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209	 函館市	 市立函館高等学校 軽音楽部
6222	 函館市	 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416	 函館市	 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420	 函館市	 北海道函館中部高等学校 LMC（軽音楽部）
6423	 美唄市	 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424	 美唄市	 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388	 標津郡	 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231	 幌泉郡	 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460	 紋別郡	 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451	 勇払郡	 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471	 礼文郡	 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 ----------------------------------------------------------------	
4461	 むつ市	 青森県立むつ工業高等学校 吹奏楽部軽音部門
4457	 むつ市	 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463	 五所川原市	 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466	 五所川原市	 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479	 弘前市	 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478	 弘前市	 弘前東高等学校 ギター部
4470	 弘前市	 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480	 黒石市	 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4501	 青森市	 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509	 青森市	 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531	 八戸市	 向陵高等学校 軽音楽部
4522	 八戸市	 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530	 八戸市	 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526	 八戸市	 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533	 平川市	 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
4535	 北津軽郡	 青森県立板柳高等学校 ギター部
■岩手県 ----------------------------------------------------------------	
4545	 一関市	 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538	 一関市	 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549	 奥州市	 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553	 奥州市	 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558	 花巻市	 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567	 岩手郡	 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593	 盛岡市	 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486	 盛岡市	 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587	 盛岡市	 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589	 盛岡市	 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594	 盛岡市	 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598	 盛岡市	 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602	 盛岡市	 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599	 盛岡市	 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603	 盛岡市	 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ----------------------------------------------------------------	
4623	 横手市	 秋田県立横手城南高等学校 フォークソング同好会
4630	 秋田市	 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633	 秋田市	 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635	 秋田市	 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634	 秋田市	 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
4644	 秋田市	 秋田和洋女子高等学校 軽音楽部
■宮城県 ----------------------------------------------------------------	
4680	 遠田郡	 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682	 塩竈市	 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687	 刈田郡	 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693	 気仙沼市	 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部

4691	 気仙沼市	 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694	 気仙沼市	 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会
4697	 宮城郡	 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会
4698	 宮城郡	 宮城県利府高等学校 ギター部
4702	 栗原市	 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699	 栗原市	 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705	 柴田郡	 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716	 石巻市	 宮城県石巻工業高等学校 フォークソング部
4731	 仙台市	 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720	 仙台市	 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732	 仙台市	 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750	 仙台市	 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725	 仙台市	 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4730	 仙台市	 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752	 仙台市	 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726	 仙台市	 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743	 仙台市	 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737	 仙台市	 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740	 仙台市	 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728	 仙台市	 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738	 仙台市	 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501	 仙台市	 聖和学園高校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729	 仙台市	 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723	 仙台市	 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722	 仙台市	 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746	 仙台市	 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754	 仙台市	 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747	 仙台市	 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724	 仙台市	 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739	 仙台市	 東北高等学校 軽音楽同好会
9523	 仙台市	 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス ミュージックコース
4742	 仙台市	 明成高等学校 軽音楽部
4755	 多賀城市	 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756	 多賀城市	 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761	 大崎市	 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763	 大崎市	 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765	 大崎市	 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767	 登米市	 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771	 登米市	 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775	 白石市	 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774	 白石市	 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776	 本吉郡	 宮城県志津川高等学校 軽音楽部
4778	 名取市	 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4777	 名取市	 宮城県名取北高等学校 ギター部
4780	 亘理郡	 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ----------------------------------------------------------------	
6496	 山形市	 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504	 山形市	 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532	 山形市	 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534	 山形市	 日本大学山形高等学校 音楽部
6508	 酒田市	 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519	 鶴岡市	 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497	 天童市	 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538	 米沢市	 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ----------------------------------------------------------------	
6618	 いわき市	 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559	 会津若松市	 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593	 会津若松市	 仁愛高等学校 軽音楽部
6614	 郡山市	 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550	 郡山市	 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552	 郡山市	 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567	 郡山市	 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570	 郡山市	 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571	 郡山市	 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572	 郡山市	 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574	 郡山市	 福島県立湖南高等学校 音楽部
6575	 西白河郡	 福島県立光南高等学校 軽音楽同好会、シンセサイザー部
6606	 相馬市	 福島県立相馬高等学校 ギター部
6615	 田村郡	 福島県立田村高等学校 ギター愛好会
6590	 福島市	 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637	 福島市	 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640	 福島市	 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ----------------------------------------------------------------	
4950	 千代田区	 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947	 千代田区	 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040	 千代田区	 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954	 千代田区	 女子学院高等学校 軽音楽部
4956	 千代田区	 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942	 千代田区	 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949	 千代田区	 大原学園高等学校 軽音楽部
4946	 千代田区	 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948	 千代田区	 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941	 千代田区	 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940	 千代田区	 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057	 千代田区	 東洋高等学校 軽音楽部
4952	 千代田区	 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957	 千代田区	 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945	 千代田区	 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽同好会
4961	 千代田区	 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955	 千代田区	 雙葉高等学校 軽音楽部
4065	 中央区	 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825	 港区	 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824	 港区	 広尾学園高等学校 軽音楽同好会
4826	 港区	 高輪高等学校 軽音楽部
4832	 港区	 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988	 港区	 正則高等学校 軽音楽部
4823	 港区	 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053	 港区	 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831	 港区	 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819	 港区	 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820	 港区	 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821	 港区	 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833	 港区	 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822	 港区	 麻布高等学校 軽音楽部
4830	 港区	 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874	 新宿区	 海城高等学校 軽音楽部
3979	 新宿区	 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883	 新宿区	 早稲田高等学校 軽音楽部
4884	 新宿区	 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869	 新宿区	 東京都立戸山高等学校 軽音楽部

4870	 新宿区	 東京都立新宿高等学校 軽音楽部
4872	 新宿区	 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871	 新宿区	 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875	 新宿区	 保善高等学校 軽音楽部
4878	 新宿区	 目白研心高等学校 軽音楽部
5073	 文京区	 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC 部
5081	 文京区	 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090	 文京区	 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089	 文京区	 京華商業高等学校 ギター部
5087	 文京区	 京華中学高等学校 ギター部
5086	 文京区	 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037	 文京区	 跡見学園高等学校 軽音楽部
5092	 文京区	 村田女子高等学校 軽音楽部
5074	 文京区	 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051	 文京区	 中央大学高等学校 軽音楽部
5088	 文京区	 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078	 文京区	 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077	 文京区	 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075	 文京区	 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076	 文京区	 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085	 文京区	 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108	 文京区	 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091	 文京区	 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059	 文京区	 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980	 台東区	 岩倉高等学校 ギター同好会
4981	 台東区	 上野学園高等学校 軽音楽部
4976	 台東区	 東京都立上野高等学校 軽音楽部
4978	 台東区	 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979	 台東区	 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016	 台東区	 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977	 台東区	 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127	 墨田区	 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122	 墨田区	 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5123	 墨田区	 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125	 墨田区	 東京都立本所高等学校 音楽部
5121	 墨田区	 東京都立両国高等学校 ギター部
3984	 墨田区	 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128	 墨田区	 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817	 江東区	 かえつ有明高等学校 音楽部
5050	 江東区	 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050	 江東区	 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060	 江東区	 中村高等学校 軽音楽部
4816	 江東区	 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810	 江東区	 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005	 江東区	 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814	 江東区	 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815	 江東区	 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812	 江東区	 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059	 品川区	 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053	 品川区	 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054	 品川区	 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055	 品川区	 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061	 品川区	 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043	 品川区	 品川女子学院 軽音楽部
4070	 品川区	 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981	 品川区	 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134	 目黒区	 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
3990	 目黒区	 多摩大学目黒高等学校 軽音楽部
5131	 目黒区	 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132	 目黒区	 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130	 目黒区	 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
4068	 目黒区	 日出高等学校 軽音楽部
5138	 目黒区	 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135	 目黒区	 目黒学院高等学校 軽音楽部
4039	 大田区	 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055	 大田区	 東京高等学校 軽音楽部
4990	 大田区	 東京実業高等学校 軽音楽部
4985	 大田区	 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983	 大田区	 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982	 大田区	 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988	 大田区	 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984	 大田区	 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036	 大田区	 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061	 大田区	 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991	 大田区	 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908	 世田谷区	 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909	 世田谷区	 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928	 世田谷区	 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041	 世田谷区	 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042	 世田谷区	 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925	 世田谷区	 駒澤大学高等学校 音楽部
4920	 世田谷区	 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923	 世田谷区	 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917	 世田谷区	 国本女子高等学校 軽音楽部
4915	 世田谷区	 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部
4912	 世田谷区	 松蔭高等学校 音楽部
9449	 世田谷区	 世田谷区立桜丘中学校 炎のギター教室
4921	 世田谷区	 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926	 世田谷区	 大東学園高等学校 軽音楽部
4052	 世田谷区	 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901	 世田谷区	 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922	 世田谷区	 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919	 世田谷区	 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905	 世田谷区	 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907	 世田谷区	 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983	 世田谷区	 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033	 世田谷区	 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904	 世田谷区	 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019	 世田谷区	 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902	 世田谷区	 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906	 世田谷区	 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916	 世田谷区	 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063	 世田谷区	 日本学園高等学校 軽音楽部
4927	 世田谷区	 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930	 世田谷区	 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854	 渋谷区	 関東国際高等学校 フォークロック部
4852	 渋谷区	 実践女子学園高等学校 軽音楽部
3996	 渋谷区	 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855	 渋谷区	 渋谷教育学園渋谷高等学校 軽音楽部
4857	 渋谷区	 東海大学付属望星高等学校 音楽部

4850	 渋谷区	 東京女学館高等学校 軽音楽部
4030	 渋谷区	 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847	 渋谷区	 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985	 渋谷区	 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853	 渋谷区	 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849	 渋谷区	 國學院高等学校 ギター部
4062	 中野区	 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038	 中野区	 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部
5000	 中野区	 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995	 中野区	 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995	 中野区	 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994	 中野区	 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344	 中野区	 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996	 中野区	 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997	 中野区	 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999	 中野区	 堀越高等学校 軽音楽部
4046	 杉並区	 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893	 杉並区	 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895	 杉並区	 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980	 杉並区	 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008	 杉並区	 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889	 杉並区	 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891	 杉並区	 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4886	 杉並区	 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4888	 杉並区	 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056	 杉並区	 東京立正高等学校 軽音楽部
4064	 杉並区	 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898	 杉並区	 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899	 杉並区	 立教女学院高等学校 音楽部
5098	 豊島区	 学習院高等科 フォークソング同好会
5104	 豊島区	 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106	 豊島区	 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096	 豊島区	 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023	 豊島区	 東京都立千早高等学校 軽音楽部
4058	 豊島区	 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097	 豊島区	 豊島学院高等学校 音楽部
4071	 豊島区	 豊南高等学校 軽音楽部
4072	 豊島区	 本郷高等学校 軽音楽部
5109	 北区	 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117	 北区	 桜丘高等学校 軽音楽部
5118	 北区	 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115	 北区	 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116	 北区	 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781	 北区	 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111	 北区	 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002	 北区	 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107	 北区	 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999	 北区	 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114	 北区	 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836	 荒川区	 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835	 荒川区	 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509	 荒川区	 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834	 荒川区	 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044	 板橋区	 城北高等学校 軽音楽部
4049	 板橋区	 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054	 板橋区	 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020	 板橋区	 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006	 板橋区	 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044	 板橋区	 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046	 板橋区	 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043	 板橋区	 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045	 板橋区	 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052	 板橋区	 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152	 練馬区	 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143	 練馬区	 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147	 練馬区	 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017	 練馬区	 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004	 練馬区	 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148	 練馬区	 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149	 練馬区	 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025	 練馬区	 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145	 練馬区	 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
4069	 練馬区	 富士見中学高等学校 音楽部
5151	 練馬区	 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971	 足立区	 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969	 足立区	 足立学園高等学校 軽音楽部
4962	 足立区	 東京都立江北高等学校 音楽村
4968	 足立区	 東京都立荒川商業高等学校 ロック部
3997	 足立区	 東京都立青井高等学校 音楽村
4967	 足立区	 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964	 足立区	 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000	 足立区	 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001	 足立区	 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965	 足立区	 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963	 足立区	 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797	 葛飾区	 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011	 葛飾区	 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794	 葛飾区	 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796	 葛飾区	 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795	 葛飾区	 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4809	 江戸川区	 関東第一高等学校 軽音楽部
4009	 江戸川区	 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010	 江戸川区	 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804	 江戸川区	 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803	 江戸川区	 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806	 江戸川区	 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805	 江戸川区	 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802	 江戸川区	 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790	 あきる野市	 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789	 あきる野市	 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792	 稲城市	 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791	 稲城市	 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793	 羽村市	 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839	 国分寺市	 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842	 国立市	 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013	 国立市	 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840	 国立市	 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843	 国立市	 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844	 狛江市	 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048	 三鷹市	 大成高等学校 ギター部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手数ですが、当協会までご一
報ください。また、誌面に対するご意見・ご要望などがありましたら下記までお寄せください。
本誌は広告収入で成り立っており、配布に関する費用は一切、かかりません。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会　TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900

全国の高等学校で、軽音楽部のある
2,042 校に無料配布しています。

配
布
校
募
集
！
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4845	 三鷹市	 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部
3993	 三鷹市	 法政大学高等学校 音楽部
4034	 三宅島	 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787	 小笠原村	 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861	 小金井市	 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858	 小金井市	 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860	 小金井市	 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989	 小平市	 錦城高等学校 軽音楽部
4015	 小平市	 東京都立小平高等学校 軽音楽部
3994	 小平市	 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4865	 小平市	 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026	 昭島市	 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784	 新島村	 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785	 神津島村	 東京都立神津高等学校 軽音楽部
4012	 清瀬市	 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933	 西多摩郡	 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936	 西東京市	 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992	 西東京市	 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938	 西東京市	 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937	 西東京市	 文華女子高等学校 軽音楽部
4003	 青梅市	 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939	 青梅市	 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973	 多摩市	 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972	 多摩市	 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783	 大島町	 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991	 町田市	 桜美林高等学校 軽音楽部
4007	 町田市	 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005	 町田市	 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003	 町田市	 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007	 町田市	 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006	 町田市	 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012	 町田市	 和光高等学校 ロック研究部
4018	 調布市	 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013	 調布市	 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024	 調布市	 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018	 東久留米市	 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017	 東久留米市	 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020	 東村山市	 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028	 東村山市	 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021	 東村山市	 日体桜華高等学校 軽音部
4073	 東村山市	 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022	 東村山市	 明法高等学校 軽音楽同好会
5023	 東大和市	 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029	 日野市	 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025	 日野市	 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035	 八王子市	 穎明館高等学校 軽音楽部
5040	 八王子市	 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982	 八王子市	 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047	 八王子市	 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041	 八王子市	 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504	 八王子市	 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042	 八王子市	 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033	 八王子市	 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029	 八王子市	 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027	 八王子市	 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032	 八王子市	 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066	 八王子市	 八王子学園八王子高等学校 ギター部
4067	 八王子市	 八王子実践高等学校 軽音楽部
5064	 府中市	 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031	 府中市	 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062	 府中市	 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986	 府中市	 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063	 府中市	 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987	 府中市	 明星中学高等学校 軽音楽部
5067	 武蔵村山市	 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066	 武蔵村山市	 東京都立上水高等学校 軽音楽部
3978	 武蔵村山市	 東京都立武蔵村山高等学校 軽音楽部
5069	 武蔵野市	 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070	 武蔵野市	 聖徳学園高等学校 軽音楽同好会
4035	 武蔵野市	 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072	 武蔵野市	 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021	 福生市	 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032	 福生市	 東京都立福生高等学校 ロック部
4045	 立川市	 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141	 立川市	 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022	 立川市	 東京都立立川高等学校 Music Create Club
5142	 立川市	 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ----------------------------------------------------------------	
6780	 横浜市	 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786	 横浜市	 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813	 横浜市	 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890	 横浜市	 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891	 横浜市	 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865	 横浜市	 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900	 横浜市	 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911	 横浜市	 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149	 横浜市	 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850	 横浜市	 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148	 横浜市	 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844	 横浜市	 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851	 横浜市	 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852	 横浜市	 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876	 横浜市	 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151	 横浜市	 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758	 横浜市	 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141	 横浜市	 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799	 横浜市	 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797	 横浜市	 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
4122	 横浜市	 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6781	 横浜市	 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782	 横浜市	 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779	 横浜市	 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792	 横浜市	 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145	 横浜市	 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785	 横浜市	 横浜市立桜丘高等学校 SBC 部
6791	 横浜市	 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817	 横浜市	 神奈川県立光陵高等学校 LMC 部
6835	 横浜市	 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910	 横浜市	 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776	 横浜市	 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083	 横浜市	 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902	 横浜市	 神奈川県立氷取沢高等学校 軽音楽部
6778	 横浜市	 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783	 横浜市	 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793	 横浜市	 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810	 横浜市	 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802	 横浜市	 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815	 横浜市	 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826	 横浜市	 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811	 横浜市	 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098	 横浜市	 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861	 横浜市	 清心女子高等学校 軽音楽部
6903	 横浜市	 武相高等学校 軽音楽部
6784	 横浜市	 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146	 横浜市	 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843	 横浜市	 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904	 横浜市	 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787	 横浜市	 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767	 横浜市	 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794	 横浜市	 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796	 横浜市	 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789	 横浜市	 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795	 横浜市	 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761	 横浜市	 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094	 横浜市	 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860	 横浜市	 星槎高等学校 軽音楽部
6790	 横浜市	 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129	 横浜市	 神奈川県立白山高等学校 ギター部

4095	 横浜市	 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部
4150	 横浜市	 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859	 横浜市	 神奈川県立瀬谷高等学校 フォークソング部
4115	 横浜市	 神奈川県立瀬谷西高等学校 軽音楽部
6829	 横浜市	 山手学院高等学校 軽音楽部
6775	 横浜市	 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089	 横浜市	 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899	 横浜市	 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107	 横浜市	 秀英高等学校 軽音楽部
4147	 横浜市	 神奈川県立横浜修悠館高等学校
6798	 横浜市	 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110	 横浜市	 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488	 横浜市	 桐蔭学園高等学校男子部 軽音楽同好会
9453	 横浜市	 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142	 横浜市	 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831	 横浜市	 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894	 横浜市	 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106	 横浜市	 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765	 横浜市	 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846	 横浜市	 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874	 横浜市	 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
6759	 愛甲郡	 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832	 伊勢原市	 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081	 伊勢原市	 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082	 伊勢原市	 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768	 横須賀市	 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771	 横須賀市	 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部
4140	 横須賀市	 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108	 横須賀市	 湘南学院高等学校 ギター部
6769	 横須賀市	 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772	 横須賀市	 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773	 横須賀市	 神奈川県立横須賀明光高等学校 現代音楽部
6800	 横須賀市	 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6883	 横須賀市	 神奈川県立大楠高等学校 軽音楽同好会
6888	 横須賀市	 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889	 横須賀市	 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801	 海老名市	 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123	 海老名市	 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079	 海老名市	 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766	 鎌倉市	 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803	 鎌倉市	 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804	 鎌倉市	 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833	 鎌倉市	 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849	 鎌倉市	 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086	 鎌倉市	 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862	 鎌倉市	 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽同好会
4121	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893	 茅ヶ崎市	 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821	 厚木市	 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076	 厚木市	 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819	 厚木市	 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820	 厚木市	 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077	 厚木市	 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078	 厚木市	 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822	 厚木市	 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808	 高座郡	 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827	 座間市	 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105	 座間市	 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100	 座間市	 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909	 三浦市	 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828	 三浦市	 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760	 小田原市	 旭丘高等学校 軽音楽部
6836	 小田原市	 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837	 小田原市	 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087	 小田原市	 神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校 軽音楽部
4114	 小田原市	 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880	 小田原市	 相洋高等学校 軽音楽部
6855	 秦野市	 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131	 秦野市	 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856	 秦野市	 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6857	 逗子市	 神奈川県立逗子高等学校 フォークソング部
6858	 逗子市	 神奈川県立逗葉高等学校 軽音楽部
4113	 逗子市	 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756	 川崎市	 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814	 川崎市	 桐光学園高等学校 ギター部
6823	 川崎市	 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834	 川崎市	 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847	 川崎市	 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112	 川崎市	 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863	 川崎市	 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080	 川崎市	 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869	 川崎市	 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092	 川崎市	 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093	 川崎市	 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119	 川崎市	 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117	 川崎市	 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144	 川崎市	 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913	 川崎市	 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914	 川崎市	 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870	 川崎市	 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084	 川崎市	 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871	 川崎市	 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872	 川崎市	 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873	 川崎市	 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116	 川崎市	 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128	 川崎市	 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139	 川崎市	 法政大学第二高等学校 音楽部
4099	 相模原市	 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130	 相模原市	 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091	 相模原市	 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842	 相模原市	 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090	 相模原市	 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111	 相模原市	 神奈川県立城山高等学校 軽音楽部
6853	 相模原市	 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102	 相模原市	 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4103	 相模原市	 神奈川県立相模原青陵高等学校 軽音楽部
4104	 相模原市	 神奈川県立相模原総合高等学校 軽音楽部
6879	 相模原市	 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4124	 相模原市	 神奈川県立津久井高等学校 軽音楽部
4074	 相模原市	 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4143	 相模原市	 神奈川県立弥栄高等学校 軽音楽部
4101	 相模原市	 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895	 相模原市	 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812	 足柄上郡	 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830	 足柄上郡	 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881	 足柄上郡	 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118	 足柄上郡	 立花学園高等学校 軽音楽部
6884	 大和市	 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885	 大和市	 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886	 大和市	 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887	 大和市	 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088	 大和市	 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085	 中郡	 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127	 中郡	 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097	 藤沢市	 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096	 藤沢市	 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109	 藤沢市	 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838	 藤沢市	 湘南工科大学附属高等学校 フォークソング部
6841	 藤沢市	 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839	 藤沢市	 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326	 藤沢市	 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136	 藤沢市	 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138	 藤沢市	 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137	 藤沢市	 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部

6866	 藤沢市	 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135	 藤沢市	 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896	 藤沢市	 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126	 藤沢市	 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075	 南足柄市	 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132	 平塚市	 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906	 平塚市	 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133	 平塚市	 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134	 平塚市	 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908	 平塚市	 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部
■埼玉県 ----------------------------------------------------------------	
4232	 さいたま市	 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231	 さいたま市	 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659	 さいたま市	 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660	 さいたま市	 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241	 さいたま市	 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238	 さいたま市	 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668	 さいたま市	 開智高等学校 ギター部
4158	 さいたま市	 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161	 さいたま市	 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163	 さいたま市	 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166	 さいたま市	 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165	 さいたま市	 埼玉県立浦和西高等学校 MA( ミュージックアソシエーション ) 部
4164	 さいたま市	 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160	 さいたま市	 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167	 さいたま市	 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168	 さいたま市	 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169	 さいたま市	 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162	 さいたま市	 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154	 さいたま市	 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155	 さいたま市	 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156	 さいたま市	 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724	 さいたま市	 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157	 さいたま市	 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725	 さいたま市	 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153	 さいたま市	 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159	 さいたま市	 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237	 さいたま市	 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236	 さいたま市	 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188	 ふじみ野市	 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206	 羽生市	 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240	 越谷市	 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207	 越谷市	 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209	 越谷市	 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210	 越谷市	 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211	 越谷市	 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208	 越谷市	 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259	 越谷市	 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177	 桶川市	 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258	 加須市	 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204	 加須市	 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217	 吉川市	 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220	 久喜市	 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221	 久喜市	 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676	 狭山市	 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191	 狭山市	 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249	 狭山市	 秋草学園高等学校 ロック部
4250	 狭山市	 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199	 熊谷市	 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198	 熊谷市	 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200	 熊谷市	 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175	 戸田市	 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685	 坂戸市	 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248	 坂戸市	 山村国際高等学校 軽音楽部
4152	 坂戸市	 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215	 三郷市	 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216	 三郷市	 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243	 志木市	 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683	 志木市	 細田学園高等学校 軽音楽部
4219	 春日部市	 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218	 春日部市	 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695	 春日部市	 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260	 春日部市	 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190	 所沢市	 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176	 上尾市	 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183	 新座市	 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244	 新座市	 西武台高等学校 軽音楽部
4245	 新座市	 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482	 新座市	 立教新座高等学校 音楽部
4201	 深谷市	 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部
4202	 深谷市	 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203	 深谷市	 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257	 深谷市	 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185	 川越市	 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184	 川越市	 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186	 川越市	 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク部
6715	 川越市	 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187	 川越市	 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247	 川越市	 山村学園高等学校 軽音楽部
4246	 川越市	 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235	 川越市	 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172	 川口市	 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170	 川口市	 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173	 川口市	 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171	 川口市	 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212	 草加市	 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213	 草加市	 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182	 朝霞市	 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195	 東松山市	 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194	 日高市	 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224	 入間郡	 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263	 入間郡	 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711	 入間郡	 清和学園高等学校 軽音楽部
4262	 入間郡	 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192	 入間市	 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251	 入間市	 東野高等学校 軽音楽部
9498	 入間市	 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214	 八潮市	 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193	 飯能市	 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253	 飯能市	 自由の森学園高等学校 軽音部
6712	 飯能市	 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254	 飯能市	 大川学園高等学校 軽音楽部
4225	 比企郡	 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226	 比企郡	 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726	 比企郡	 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230	 北葛飾郡	 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264	 北葛飾郡	 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261	 北足立郡	 国際学院高等学校 軽音楽部
4178	 北本市	 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196	 本庄市	 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256	 本庄市	 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255	 本庄市	 本庄東高等学校 軽音楽部
4222	 蓮田市	 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174	 蕨市	 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242	 蕨市	 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ----------------------------------------------------------------	
5156	 旭市	 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160	 印旛郡	 東京学館高等学校 軽音楽部
5162	 浦安市	 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5165	 浦安市	 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5163	 浦安市	 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5168	 我孫子市	 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部

5166	 我孫子市	 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167	 我孫子市	 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169	 我孫子市	 中央学院高等学校 軽音部
5170	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176	 館山市	 千葉県安房西高等学校 ギター部
5174	 館山市	 千葉県立安房高等学校 ギター部
5180	 君津市	 千葉国際高等学校 軽音楽部
5182	 香取郡	 わせがく高等学校 軽音楽部
5183	 香取市	 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部
5184	 香取市	 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部
5186	 香取市	 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187	 佐倉市	 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188	 佐倉市	 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193	 山武市	 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198	 四街道市	 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196	 四街道市	 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201	 市原市	 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202	 市原市	 千葉県立市原高等学校 音楽部
5204	 市原市	 千葉県立鶴舞桜が丘高等学校 音楽部
5216	 市川市	 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221	 市川市	 市川高等学校 軽音楽部
5218	 市川市	 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208	 市川市	 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207	 市川市	 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211	 市川市	 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220	 市川市	 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215	 市川市	 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219	 市川市	 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224	 習志野市	 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5234	 松戸市	 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5227	 松戸市	 千葉県立小金高等学校 軽音楽部
5228	 松戸市	 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230	 松戸市	 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229	 松戸市	 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236	 松戸市	 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237	 成田市	 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238	 成田市	 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240	 成田市	 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239	 成田市	 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247	 千葉市	 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270	 千葉市	 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271	 千葉市	 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261	 千葉市	 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248	 千葉市	 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5244	 千葉市	 千葉県立京葉工業高等学校 リズムアンサンブル部
5267	 千葉市	 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256	 千葉市	 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253	 千葉市	 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257	 千葉市	 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5245	 千葉市	 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258	 千葉市	 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251	 千葉市	 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272	 千葉市	 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268	 千葉市	 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246	 千葉市	 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262	 千葉市	 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263	 千葉市	 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280	 船橋市	 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273	 船橋市	 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274	 船橋市	 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281	 船橋市	 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275	 船橋市	 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5283	 船橋市	 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285	 船橋市	 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286	 船橋市	 東葉高等学校 軽音楽部
5290	 匝瑳市	 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289	 匝瑳市	 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296	 長生郡	 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299	 東金市	 千葉学芸高等学校 軽音楽同好会
5300	 南房総市	 千葉県立安房拓心高等学校 音楽部
5311	 柏市	 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308	 柏市	 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306	 柏市	 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301	 柏市	 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5302	 柏市	 千葉県立柏南高等学校 軽音楽部
5303	 柏市	 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312	 柏市	 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309	 柏市	 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316	 八街市	 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317	 八街市	 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321	 八千代市	 千葉英和高等学校 軽音楽部
5319	 八千代市	 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320	 八千代市	 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327	 茂原市	 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328	 茂原市	 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329	 茂原市	 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330	 茂原市	 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335	 木更津市	 暁星国際高等学校 音楽部
5331	 木更津市	 千葉県立木更津高等学校 音楽部
5332	 木更津市	 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336	 木更津市	 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
5340	 野田市	 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337	 野田市	 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338	 野田市	 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339	 野田市	 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344	 流山市	 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽同好会
5345	 流山市	 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343	 流山市	 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ----------------------------------------------------------------	
5346	 かすみがうら市	 つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351	 つくば市	 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5358	 ひたちなか市	 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359	 ひたちなか市	 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508	 ひたちなか市	 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361	 稲敷郡	 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364	 下妻市	 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366	 笠間市	 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370	 牛久市	 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373	 牛久市	 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5376	 結城市	 茨城県立結城第二高等学校 軽音楽部
5379	 古河市	 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384	 古河市	 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378	 古河市	 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383	 古河市	 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389	 高萩市	 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395	 桜川市	 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽部
5396	 鹿嶋市	 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399	 鹿嶋市	 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400	 取手市	 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404	 取手市	 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402	 取手市	 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406	 取手市	 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407	 守谷市	 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408	 小美玉市	 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409	 常総市	 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410	 常総市	 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413	 常陸太田市	 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部
5427	 水戸市	 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420	 水戸市	 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426	 水戸市	 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423	 水戸市	 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425	 水戸市	 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531	 水戸市	 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421	 水戸市	 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429	 水戸市	 茨城高等学校 フォーク部
5436	 水戸市	 常磐大学高等学校 軽音楽同好会
5431	 水戸市	 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
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5435	 水戸市	 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438	 石岡市	 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453	 土浦市	 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446	 土浦市	 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447	 土浦市	 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452	 土浦市	 常総学院高等学校 軽音楽部
5454	 土浦市	 土浦日本大学高等学校 音楽部
5451	 土浦市	 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456	 東茨城郡	 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459	 那珂市	 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466	 日立市	 茨城キリスト教学園高等学校 フォークソング部
5464	 日立市	 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460	 日立市	 茨城県立日立第一高等学校 ギター部
5463	 日立市	 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468	 日立市	 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470	 鉾田市	 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474	 龍ヶ崎市	 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ----------------------------------------------------------------	
5491	 宇都宮市	 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492	 宇都宮市	 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498	 佐野市	 栃木県立佐野高等学校 ギター部
5506	 鹿沼市	 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507	 小山市	 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509	 小山市	 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508	 小山市	 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524	 足利市	 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517	 足利市	 栃木県立足利高等学校 ギター同好会
5518	 足利市	 栃木県立足利女子高等学校 軽音楽部
5519	 足利市	 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523	 足利市	 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527	 大田原市	 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532	 栃木市	 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529	 栃木市	 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533	 栃木市	 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540	 那須塩原市	 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547	 日光市	 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546	 日光市	 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ----------------------------------------------------------------	
5557	 安中市	 新島学園高等学校 軽音楽部
5562	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5560	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565	 甘楽郡	 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570	 桐生市	 群馬県立桐生西高等学校 軽音楽部
5577	 吾妻郡	 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579	 吾妻郡	 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583	 高崎市	 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5589	 高崎市	 群馬県立高崎東高等学校 軽音楽同好会
5584	 高崎市	 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591	 高崎市	 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590	 高崎市	 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592	 高崎市	 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597	 佐波郡	 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599	 渋川市	 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602	 沼田市	 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604	 沼田市	 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616	 前橋市	 共愛学園高等学校 F&R 部
5614	 前橋市	 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617	 前橋市	 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624	 太田市	 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5621	 太田市	 群馬県立太田女子高等学校 軽音楽部
5623	 太田市	 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626	 太田市	 常磐高等学校 軽音楽部
5628	 藤岡市	 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631	 富岡市	 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634	 邑楽郡	 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ----------------------------------------------------------------	
6925	 加茂市	 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945	 佐渡市	 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946	 佐渡市	 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950	 三条市	 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955	 三島郡	 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954	 十日町市	 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959	 十日町市	 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932	 上越市	 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939	 上越市	 高田高等学校 軽音楽同好会
6960	 上越市	 上越高等学校 軽音楽部
6941	 上越市	 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943	 上越市	 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961	 上越市	 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930	 新潟市	 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965	 新潟市	 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974	 新潟市	 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977	 新潟市	 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982	 新潟市	 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024	 新潟市	 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970	 新潟市	 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973	 新潟市	 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025	 新潟市	 北越高等学校 軽音楽同好会
6988	 新発田市	 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987	 新発田市	 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938	 村上市	 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998	 村上市	 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004	 長岡市	 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006	 長岡市	 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505	 長岡市	 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022	 南魚沼市	 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017	 柏崎市	 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019	 柏崎市	 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962	 妙高市	 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ----------------------------------------------------------------	
7048	 魚津市	 富山県立新川みどり野高等学校 軽音楽部
7039	 高岡市	 高岡第一高等学校 軽音楽同好会
7041	 高岡市	 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036	 高岡市	 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040	 高岡市	 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514	 射水市	 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042	 富山市	 高朋高等学校 軽音楽部
7066	 富山市	 富山県立富山工業高等学校 ギター部
7080	 富山市	 富山県立雄峰高等学校 軽音楽部
9513	 富山市	 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ----------------------------------------------------------------	
7084	 羽咋市	 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7127	 河北郡	 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515	 河北郡	 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088	 金沢市	 金沢学院高等学校 軽音楽部
7095	 金沢市	 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7133	 金沢市	 北陸学院高等学校 軽音楽部
7125	 七尾市	 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116	 小松市	 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ----------------------------------------------------------------	
7149	 小浜市	 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157	 大野市	 福井県立大野高等学校 音楽愛好部
7155	 福井市	 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171	 福井市	 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175	 福井市	 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ----------------------------------------------------------------	
7182	 甲府市	 甲斐清和高等学校 ギター部
7183	 甲府市	 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186	 甲府市	 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会

7188	 甲府市	 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189	 甲府市	 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190	 甲府市	 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209	 上野原市	 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205	 大月市	 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204	 笛吹市	 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179	 南アルプス市	 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7213	 南アルプス市	 山梨県立白根高等学校 軽音楽部
7199	 南巨摩郡	 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211	 韮崎市	 山梨県立韮崎高等学校 ギター部
7176	 富士吉田市	 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部
7217	 北杜市	 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203	 北杜市	 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218	 北杜市	 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ----------------------------------------------------------------	
7297	 安曇野市	 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306	 安曇野市	 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307	 安曇野市	 長野県豊科高等学校 LMC 部
7312	 安曇野市	 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234	 伊那市	 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235	 伊那市	 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251	 伊那市	 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237	 塩尻市	 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295	 塩尻市	 長野県田川高等学校 ギター部
7239	 岡谷市	 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231	 下伊那郡	 長野県阿智高等学校 軽音楽同好会
7232	 下伊那郡	 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246	 茅野市	 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323	 茅野市	 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248	 駒ヶ根市	 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278	 駒ヶ根市	 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236	 佐久市	 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639	 佐久市	 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314	 佐久市	 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315	 佐久市	 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256	 小諸市	 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257	 小諸市	 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224	 松本市	 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229	 松本市	 松本国際高等学校 軽音楽部
7228	 松本市	 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233	 松本市	 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260	 松本市	 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261	 松本市	 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部
7262	 松本市	 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7263	 松本市	 長野県松本深志高等学校 ギター部
7264	 松本市	 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265	 松本市	 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC 部
7266	 上伊那郡	 長野県上伊那農業高等学校 フォーク同好会
7282	 上伊那郡	 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7311	 上伊那郡	 長野県箕輪進修高等学校 軽音楽部
7227	 上田市	 上田西高等学校 軽音楽部
7247	 上田市	 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267	 上田市	 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268	 上田市	 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269	 上田市	 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270	 上田市	 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252	 埴科郡	 長野県坂城高等学校 軽音部
7245	 諏訪郡	 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305	 諏訪郡	 長野県富士見高等学校 バンド部
7271	 諏訪市	 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272	 諏訪市	 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273	 諏訪市	 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275	 須坂市	 長野県須坂高等学校 FMC 同好会
7274	 須坂市	 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241	 千曲市	 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242	 千曲市	 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280	 大町市	 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285	 中野市	 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259	 長野市	 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286	 長野市	 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287	 長野市	 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288	 長野市	 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289	 長野市	 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292	 長野市	 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽部
7294	 長野市	 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506	 長野市	 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317	 長野市	 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318	 長野市	 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319	 長野市	 長野女子高等学校 軽音楽部
7320	 長野市	 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296	 東御市	 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255	 南佐久郡	 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300	 飯山市	 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301	 飯田市	 長野県飯田 OIDE 長姫高等学校 軽音楽部
7302	 飯田市	 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304	 飯田市	 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283	 北安曇郡	 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298	 北安曇郡	 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249	 北佐久郡	 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279	 木曽郡	 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313	 木曽郡	 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ----------------------------------------------------------------	
7335	 可児市	 岐阜県立可児高等学校 軽音楽部
7327	 岐阜市	 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366	 岐阜市	 済美高等学校 フォークソング部
7399	 高山市	 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395	 土岐市	 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510	 本巣市	 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
7384	 養老郡	 岐阜県立大垣養老高等学校 軽音楽部
■静岡県 ----------------------------------------------------------------	
7416	 伊豆の国市	 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426	 掛川市	 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7430	 菊川市	 菊川南陵高等学校 音楽部
7462	 菊川市	 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500	 御前崎市	 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438	 御殿場市	 御殿場西高等学校 軽音楽同好会
7439	 御殿場市	 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515	 三島市	 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424	 沼津市	 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434	 沼津市	 桐陽高等学校 軽音楽部
9511	 沼津市	 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456	 沼津市	 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451	 沼津市	 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7411	 榛原郡	 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469	 静岡市	 清水国際高等学校 軽音楽部
7487	 静岡市	 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511	 藤枝市	 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410	 浜松市	 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446	 浜松市	 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473	 浜松市	 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531	 浜松市	 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536	 浜松市	 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540	 浜松市	 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542	 浜松市	 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525	 浜松市	 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527	 浜松市	 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534	 浜松市	 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター同好会
9528	 富士宮市	 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431	 富士市	 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550	 富士市	 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ----------------------------------------------------------------	
7569	 安城市	 安城学園高等学校 軽音楽部
7577	 一宮市	 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635	 一宮市	 修文女子高等学校 音楽部
7556	 稲沢市	 愛知啓成高等学校 軽音楽部

7593	 岡崎市	 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7655	 岡崎市	 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会
7606	 刈谷市	 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607	 岩倉市	 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642	 春日井市	 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772	 小牧市	 誉高等学校 軽音楽部
7658	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部
7659	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7661	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸窯業高等学校 PSLMC
7665	 瀬戸市	 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部
7666	 瀬戸市	 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668	 西尾市	 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694	 知多郡	 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7710	 知多郡	 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679	 知多市	 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589	 東海市	 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697	 東海市	 愛知県立東海商業高等学校 フォークソング部
7685	 日進市	 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712	 半田市	 愛知県立半田工業高等学校 音楽部
7713	 半田市	 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7567	 尾張旭市	 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726	 豊橋市	 愛知県立豊橋工業高等学校 音楽部
7730	 豊橋市	 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500	 豊田市	 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735	 豊田市	 愛知県立豊田工業高等学校 音楽部
7736	 豊田市	 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737	 豊田市	 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741	 豊田市	 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693	 豊田市	 杜若高等学校 軽音楽部
7663	 豊明市	 星城高等学校 軽音楽部
9525	 名古屋市	 KTC おおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530	 名古屋市	 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447	 名古屋市	 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563	 名古屋市	 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566	 名古屋市	 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575	 名古屋市	 愛知県立惟信高等学校 軽音楽同好会
7647	 名古屋市	 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648	 名古屋市	 愛知県立松蔭高等学校 アンサンブル部
7656	 名古屋市	 愛知県立瑞陵高等学校 ギター部
7683	 名古屋市	 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684	 名古屋市	 愛知県立中村高等学校 音楽部
7766	 名古屋市	 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769	 名古屋市	 愛知県立明和高等学校 PM 部
7773	 名古屋市	 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560	 名古屋市	 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610	 名古屋市	 菊華高等学校 軽音楽部
9499	 名古屋市	 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613	 名古屋市	 金城学院高等学校 軽音楽部
7614	 名古屋市	 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632	 名古屋市	 至学館高等学校 軽音楽部
7657	 名古屋市	 椙山女学園高等学校 ギター部
7674	 名古屋市	 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682	 名古屋市	 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695	 名古屋市	 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696	 名古屋市	 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700	 名古屋市	 東邦高等学校 軽音楽部
7703	 名古屋市	 同朋高等学校 フォークソング部
7705	 名古屋市	 南山高等・中学校女子部 ギター部
7744	 名古屋市	 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640	 名古屋市	 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747	 名古屋市	 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749	 名古屋市	 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750	 名古屋市	 名古屋市立工業高等学校 ギター同好会
7751	 名古屋市	 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752	 名古屋市	 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7753	 名古屋市	 名古屋市立山田高等学校 軽音楽部
7754	 名古屋市	 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7759	 名古屋市	 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760	 名古屋市	 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761	 名古屋市	 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762	 名古屋市	 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564	 弥富市	 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ----------------------------------------------------------------	
7774	 伊賀市	 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788	 伊勢市	 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792	 亀山市	 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797	 桑名市	 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798	 桑名市	 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800	 三重郡	 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804	 四日市市	 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807	 四日市市	 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841	 四日市市	 三重県立北星高等学校 バンド部
7823	 四日市市	 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814	 松阪市	 松阪高等学校 ギター同好会
9522	 津市	 一志学園高校 軽音楽部
7826	 津市	 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827	 津市	 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829	 津市	 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831	 津市	 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834	 津市	 青山高等学校 けいおんサークル
7833	 度会郡	 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840	 尾鷲市	 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7819	 鈴鹿市	 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837	 鈴鹿市	 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839	 鈴鹿市	 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512	 鈴鹿市	 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ----------------------------------------------------------------	
7851	 愛知郡	 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽同好会
7898	 近江八幡市	 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852	 草津市	 綾羽高等学校 軽音楽部
7884	 草津市	 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865	 大津市	 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880	 大津市	 滋賀県立石山高等学校 軽音楽同好会
7882	 大津市	 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885	 大津市	 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893	 大津市	 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872	 大津市	 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901	 大津市	 比叡山高等学校 軽音楽部
7890	 長浜市	 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7895	 東近江市	 滋賀県立能登川高等学校 軽音楽部
7897	 東近江市	 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859	 彦根市	 近江高等学校 軽音同好会
7902	 彦根市	 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906	 彦根市	 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909	 野洲市	 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ----------------------------------------------------------------	
5643	 宇治市	 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645	 宇治市	 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647	 宇治市	 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648	 亀岡市	 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656	 京丹後市	 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654	 京丹後市	 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
9527	 京丹後市	 京都府立峰山高等学校 弥栄分校 軽音楽部
5657	 京田辺市	 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673	 京都市	 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664	 京都市	 花園高等学校 軽音楽部
5696	 京都市	 華頂女子高等学校 軽音楽部
5663	 京都市	 京都学園高等学校 ギター同好会
5708	 京都市	 京都橘高等学校 軽音楽部
5701	 京都市	 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665	 京都市	 京都光華高等学校 軽音楽部
5693	 京都市	 京都国際高等学校 軽音楽部
5667	 京都市	 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711	 京都市	 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687	 京都市	 京都市立西京高等学校 軽音楽部

5689	 京都市	 京都市立銅駝美術工芸高等学校 フォークソング部
5686	 京都市	 京都市立堀川高等学校 軽音楽部
5694	 京都市	 京都女子高等学校 軽音楽部
5671	 京都市	 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707	 京都市	 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677	 京都市	 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部
5681	 京都市	 京都府立桂高等学校 フォークソング部
5660	 京都市	 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710	 京都市	 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685	 京都市	 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526	 京都市	 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702	 京都市	 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704	 京都市	 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703	 京都市	 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682	 京都市	 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675	 京都市	 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669	 京都市	 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672	 京都市	 京都文教高等学校 軽音楽部
5695	 京都市	 大谷高等学校 軽音楽部
5670	 京都市	 同志社高等学校 軽音楽部
5678	 京都市	 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679	 京都市	 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712	 京都市	 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691	 京都市	 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713	 向日市	 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716	 城陽市	 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718	 相楽郡	 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
9503	 舞鶴市	 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
■大阪府 ----------------------------------------------------------------	
8040	 大阪市	 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272	 大阪市	 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047	 大阪市	 大阪市立都島第二工業高等学校 軽音楽部
8048	 大阪市	 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011	 大阪市	 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986	 大阪市	 昇陽高等学校 軽音楽部
8039	 大阪市	 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
8042	 大阪市	 大阪市立西高等学校 音楽部
7956	 大阪市	 大阪府立港高等学校 軽音楽部
7979	 大阪市	 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044	 大阪市	 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019	 大阪市	 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943	 大阪市	 興國高等学校 軽音楽部
7976	 大阪市	 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003	 大阪市	 清風高等学校 軽音部
4276	 大阪市	 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959	 大阪市	 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002	 大阪市	 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135	 大阪市	 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW 部
8061	 大阪市	 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963	 大阪市	 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955	 大阪市	 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052	 大阪市	 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936	 大阪市	 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034	 大阪市	 大阪高等学校 フォークソング部
8057	 大阪市	 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286	 大阪市	 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120	 大阪市	 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915	 大阪市	 プール学院高等学校 フォークソング部
8041	 大阪市	 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985	 大阪市	 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091	 大阪市	 大阪府立桃谷高等学校 CS I・II 部 軽音楽部
8062	 大阪市	 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993	 大阪市	 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920	 大阪市	 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136	 大阪市	 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036	 大阪市	 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056	 大阪市	 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998	 大阪市	 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913	 大阪市	 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037	 大阪市	 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918	 大阪市	 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981	 大阪市	 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080	 大阪市	 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066	 大阪市	 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282	 大阪市	 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130	 大阪市	 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951	 大阪市	 建国高等学校 軽音楽部
4289	 大阪市	 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965	 大阪市	 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078	 大阪市	 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140	 大阪市	 浪速高等学校 軽音楽部
7992	 大阪市	 城南学園高等学校 軽音楽部
7962	 大阪市	 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010	 大阪市	 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298	 大阪市	 英真学園高等学校 軽音楽部
8049	 大阪市	 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090	 大阪市	 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119	 大阪市	 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284	 大阪市	 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051	 大阪市	 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922	 大阪市	 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292	 大阪市	 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273	 大阪市	 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
8069	 大阪市	 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084	 大阪市	 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112	 大阪市	 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079	 大阪市	 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085	 大阪市	 東住吉総合高等学校 ギター部
7949	 大阪市	 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043	 大阪市	 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990	 大阪市	 城星学園中学校・高等学校 軽音楽部
8022	 大阪市	 相愛高等学校 音楽部
8046	 大阪市	 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053	 大阪市	 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063	 大阪市	 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954	 茨木市	 向陽台高等学校 軽音楽部
4299	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923	 茨木市	 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924	 茨木市	 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983	 茨木市	 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110	 茨木市	 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117	 茨木市	 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074	 茨木市	 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266	 羽曳野市	 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8001	 河内長野市	 清教学園高等学校 軽音楽部
8031	 河内長野市	 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072	 河内長野市	 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
8073	 河内長野市	 大阪府立長野北高等学校 軽音楽部
7931	 貝塚市	 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287	 貝塚市	 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940	 岸和田市	 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944	 岸和田市	 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291	 岸和田市	 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941	 岸和田市	 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290	 岸和田市	 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953	 交野市	 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925	 高石市	 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004	 高石市	 清風南海高等学校 軽音楽部
7958	 高石市	 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919	 高槻市	 阿武野高等学校 軽音楽部
7946	 高槻市	 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960	 高槻市	 高槻高等学校 軽音楽部
7929	 高槻市	 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961	 高槻市	 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部
7972	 高槻市	 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024	 高槻市	 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
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8076	 高槻市	 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018	 阪南市	 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952	 堺市	 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
4277	 堺市	 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275	 堺市	 堺市立堺高等学校 軽音楽部
8055	 堺市	 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966	 堺市	 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283	 堺市	 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
7967	 堺市	 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968	 堺市	 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999	 堺市	 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020	 堺市	 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081	 堺市	 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089	 堺市	 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097	 堺市	 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105	 堺市	 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111	 堺市	 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115	 堺市	 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270	 堺市	 東大谷高等学校 軽音楽部
4301	 堺市	 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300	 堺市	 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265	 堺市	 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082	 三島郡	 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978	 四條畷市	 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
8035	 守口市	 大阪国際大和田高等学校 フォークソング部
4294	 守口市	 大阪国際滝井高等学校 軽音楽部
4271	 守口市	 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921	 守口市	 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297	 守口市	 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279	 松原市	 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987	 松原市	 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006	 松原市	 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067	 松原市	 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059	 寝屋川市	 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009	 寝屋川市	 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116	 寝屋川市	 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094	 寝屋川市	 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025	 吹田市	 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973	 吹田市	 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996	 吹田市	 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997	 吹田市	 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014	 吹田市	 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118	 吹田市	 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000	 摂津市	 星翔高等学校 音楽部
8033	 摂津市	 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013	 摂津市	 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268	 泉佐野市	 大阪府立佐野工科高等学校 K 音部
7964	 泉佐野市	 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017	 泉大津市	 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267	 泉南郡	 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129	 泉南郡	 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917	 泉南市	 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942	 大阪狭山市	 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977	 大東市	 四條畷学園高等学校 歌声部
8134	 大東市	 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139	 大東市	 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982	 池田市	 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926	 池田市	 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068	 池田市	 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988	 東大阪市	 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945	 東大阪市	 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269	 東大阪市	 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916	 東大阪市	 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928	 東大阪市	 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991	 東大阪市	 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107	 東大阪市	 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108	 東大阪市	 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109	 東大阪市	 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737	 東大阪市	 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086	 東大阪市	 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087	 東大阪市	 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280	 藤井寺市	 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296	 南河内郡	 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938	 柏原市	 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088	 柏原市	 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974	 八尾市	 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102	 八尾市	 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103	 八尾市	 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104	 八尾市	 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911	 富田林市	 PL 学園高等学校 軽音楽部
7927	 富田林市	 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288	 富田林市	 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106	 富田林市	 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970	 豊中市	 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015	 豊中市	 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295	 豊中市	 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113	 豊中市	 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114	 豊中市	 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098	 豊中市	 梅花高等学校 フォークソング部
8096	 豊能郡	 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293	 枚方市	 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038	 枚方市	 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957	 枚方市	 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070	 枚方市	 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121	 枚方市	 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123	 枚方市	 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008	 箕面市	 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126	 箕面市	 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8125	 箕面市	 箕面学園高等学校 軽音楽部
8128	 箕面市	 箕面東高等学校 軽音楽部
8132	 門真市	 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133	 門真市	 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994	 和泉市	 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099	 和泉市	 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281	 和泉市	 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ----------------------------------------------------------------	
5738	 南あわじ市	 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5740	 たつの市	 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452	 芦屋市	 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部 (Jazz Band)
5745	 芦屋市	 甲南高等学校 器楽部
5742	 芦屋市	 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748	 伊丹市	 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749	 伊丹市	 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753	 加古川市	 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755	 加古川市	 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757	 加古川市	 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5761	 加東市	 兵庫県立社高等学校 音楽部
5764	 高砂市	 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772	 三田市	 三田学園高等学校 軽音楽部
5776	 三木市	 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777	 三木市	 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774	 三木市	 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779	 宍粟市	 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780	 宍粟市	 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788	 小野市	 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787	 小野市	 兵庫県立小野高等学校 ギター部
5794	 神戸市	 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838	 神戸市	 松蔭高等学校 BAND 部
5844	 神戸市	 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849	 神戸市	 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802	 神戸市	 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840	 神戸市	 神戸市立神港高等学校 軽音楽部
5811	 神戸市	 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827	 神戸市	 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814	 神戸市	 神戸第一高等学校 軽音楽部

5824	 神戸市	 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815	 神戸市	 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793	 神戸市	 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796	 神戸市	 滝川高等学校 軽音楽部
5805	 神戸市	 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会
5845	 神戸市	 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部
5801	 神戸市	 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848	 神戸市	 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847	 神戸市	 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792	 神戸市	 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会
5829	 神戸市	 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799	 神戸市	 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841	 神戸市	 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818	 神戸市	 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819	 神戸市	 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852	 神崎郡市	 市川高等学校 ギター同好会
5869	 西宮市	 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862	 西宮市	 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856	 西宮市	 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858	 西宮市	 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854	 西宮市	 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872	 西脇市	 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878	 川西市	 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881	 川辺郡	 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883	 相生市	 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884	 多可郡	 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887	 丹波市	 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888	 淡路市	 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892	 朝来市	 生野学園高等学校 バンド部
5904	 尼崎市	 園田学園高等学校 フォークソング部
5895	 尼崎市	 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905	 尼崎市	 百合学院高等学校 フォークソング部
5901	 尼崎市	 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897	 尼崎市	 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899	 尼崎市	 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894	 尼崎市	 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274	 尼崎市	 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908	 美方郡	 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5907	 美方郡	 兵庫県立浜坂高等学校 ギターサークル
5924	 姫路市	 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922	 姫路市	 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918	 姫路市	 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931	 姫路市	 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917	 姫路市	 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930	 姫路市	 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912	 姫路市	 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932	 姫路市	 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911	 姫路市	 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921	 姫路市	 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937	 宝塚市	 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部
5949	 明石市	 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517	 明石市	 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ----------------------------------------------------------------	
5965	 橿原市	 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963	 橿原市	 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962	 橿原市	 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968	 吉野郡	 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967	 吉野郡	 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969	 五條市	 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973	 御所市	 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979	 桜井市	 関西中央高等学校 軽音楽部
5977	 桜井市	 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987	 大和郡山市	 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985	 大和郡山市	 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497	 大和郡山市	 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994	 天理市	 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991	 天理市	 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005	 奈良市	 育英西高等学校 音楽部
6007	 奈良市	 東大寺学園高等学校 音楽部
6008	 奈良市	 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002	 奈良市	 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000	 奈良市	 奈良県立西の京高等学校 軽音楽部
6010	 奈良市	 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996	 奈良市	 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009	 奈良市	 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ----------------------------------------------------------------	
8162	 伊都郡	 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148	 伊都郡	 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160	 海草郡	 慶風高等学校 軽音楽部
8144	 海草郡	 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146	 海南市	 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143	 海南市	 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178	 紀の川市	 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154	 橋本市	 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176	 御坊市	 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173	 田辺市	 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175	 田辺市	 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180	 有田郡	 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167	 和歌山市	 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182	 和歌山市	 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183	 和歌山市	 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8184	 和歌山市	 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186	 和歌山市	 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ----------------------------------------------------------------	
8194	 鳥取市	 青翔開智中学校 軽音楽部
9518	 米子市	 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ----------------------------------------------------------------	
8266	 益田市	 明誠高等学校 軽音楽部
8254	 江津市	 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233	 江津市	 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232	 鹿足郡	 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241	 出雲市	 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247	 松江市	 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252	 松江市	 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249	 松江市	 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ----------------------------------------------------------------	
8275	 岡山市	 岡山学芸館高等学校 軽音同好会
8285	 岡山市	 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289	 岡山市	 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8291	 岡山市	 岡山県立岡山南高等学校 軽音楽同好会
8293	 岡山市	 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326	 岡山市	 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283	 岡山市	 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8316	 岡山市	 山陽女子中学校・高等学校 軽音愛好会
8317	 岡山市	 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324	 岡山市	 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328	 岡山市	 創志学園高等学校 軽音同好会
8355	 岡山市	 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307	 玉野市	 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309	 玉野市	 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277	 高梁市	 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270	 浅口市	 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310	 浅口市	 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304	 倉敷市	 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337	 倉敷市	 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340	 倉敷市	 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8331	 倉敷市	 倉敷高等学校 軽音楽部
8333	 倉敷市	 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335	 倉敷市	 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278	 津山市	 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359	 美作市	 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ----------------------------------------------------------------	
8379	 安芸郡	 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408	 安芸郡	 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381	 安芸高田市	 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397	 安芸高田市	 広島県立向原高等学校 音楽部
8396	 呉市	 呉青山中学校・高等学校 音楽部

8372	 呉市	 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392	 呉市	 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394	 呉市	 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398	 呉市	 広島県立広高等学校 軽音楽部
8361	 広島市	 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部
9271	 広島市	 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367	 広島市	 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375	 広島市	 広島県立可部高等学校 軽音楽部
8380	 広島市	 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388	 広島市	 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402	 広島市	 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404	 広島市	 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406	 広島市	 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409	 広島市	 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421	 広島市	 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429	 広島市	 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430	 広島市	 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413	 広島市	 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416	 広島市	 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016	 広島市	 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428	 広島市	 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437	 広島市	 山陽高等学校 軽音楽部
8440	 広島市	 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448	 広島市	 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449	 広島市	 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471	 広島市	 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457	 江田島市	 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470	 三原市	 如水館高等学校 軽音楽部
8435	 三次市	 広島県立三次高等学校 音楽部
8373	 山県郡	 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374	 山県郡	 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455	 山県郡	 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8462	 竹原市	 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376	 東広島市	 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377	 東広島市	 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488	 東広島市	 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382	 廿日市市	 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432	 廿日市市	 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467	 廿日市市	 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468	 廿日市市	 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438	 廿日市市	 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270	 尾道市	 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475	 尾道市	 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473	 尾道市	 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
8445	 府中市	 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476	 府中市	 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371	 福山市	 英数学館高等学校 軽音楽部
8387	 福山市	 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443	 福山市	 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447	 福山市	 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479	 福山市	 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424	 福山市	 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458	 豊田郡	 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ----------------------------------------------------------------	
8520	 宇部市	 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494	 宇部市	 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498	 宇部市	 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500	 下関市	 下関国際高等学校 軽音楽部
8558	 下関市	 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529	 山口市	 山口県立山口高等学校 ギター部
8491	 山陽小野田市	 サビエル高等学校 軽音楽部
9502	 周南市	 晃英館中学校 軽音楽部
8552	 周南市	 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559	 萩市	 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538	 美祢市	 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ----------------------------------------------------------------	
8579	 徳島市	 香蘭高等学校 音楽部
8587	 徳島市	 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600	 徳島市	 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ----------------------------------------------------------------	
8614	 さぬき市	 寒川高等学校 軽音楽部
8615	 観音寺市	 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622	 丸亀市	 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618	 丸亀市	 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626	 高松市	 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630	 高松市	 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634	 高松市	 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520	 高松市	 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631	 高松市	 高松第一高等学校 フォーク部
9521	 三豊市	 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645	 小豆郡	 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646	 善通寺市	 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ----------------------------------------------------------------	
8690	 松山市	 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685	 松山市	 松山城南高等学校 軽音楽部
8703	 松山市	 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ----------------------------------------------------------------	
8731	 安芸市	 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017	 吾川郡	 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745	 吾川郡	 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733	 高岡郡	 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737	 高知市	 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738	 高知市	 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8740	 高知市	 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8741	 高知市	 高知県立高知西高等学校 ギター部
8744	 高知市	 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽同好会
8758	 高知市	 高知県立春野高等学校 音楽同好会
8739	 高知市	 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742	 高知市	 高知中央高等学校 軽音楽部
8743	 高知市	 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747	 高知市	 高知東高等学校 ギター部
8764	 高知市	 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769	 高知市	 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770	 高知市	 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771	 高知市	 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754	 室戸市	 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761	 須崎市	 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734	 土佐市	 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763	 南国市	 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ----------------------------------------------------------------	
6021	 遠賀郡	 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022	 嘉穂郡	 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036	 久留米市	 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030	 久留米市	 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029	 久留米市	 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037	 宮若市	 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041	 古賀市	 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050	 小郡市	 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053	 糟屋郡	 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057	 太宰府市	 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065	 大牟田市	 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063	 大牟田市	 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067	 大野城市	 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077	 中間市	 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076	 中間市	 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088	 田川市	 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089	 田川市	 福智高等学校 軽音楽部
6093	 八女市	 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092	 八女市	 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098	 飯塚市	 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124	 福岡市	 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524	 福岡市	 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137	 福岡市	 精華女子高等学校 軽音楽部
6101	 福岡市	 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102	 福岡市	 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120	 福岡市	 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099	 福岡市	 福岡県立城南高等学校 音楽部

6127	 福岡市	 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103	 福岡市	 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部
6136	 福岡市	 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部
6111	 福岡市	 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100	 福岡市	 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104	 福岡市	 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部
6129	 福岡市	 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130	 福岡市	 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448	 福岡市	 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122	 福岡市	 立花高等学校 軽音楽同好会
6141	 福津市	 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173	 北九州市	 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175	 北九州市	 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150	 北九州市	 高稜高等学校 軽音楽部
6171	 北九州市	 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155	 北九州市	 常磐高等学校 軽音楽部
6162	 北九州市	 真颯館高等学校 軽音楽部
6160	 北九州市	 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159	 北九州市	 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153	 北九州市	 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168	 北九州市	 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174	 北九州市	 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165	 北九州市	 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166	 北九州市	 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178	 北九州市	 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147	 北九州市	 明治学園中学高等学校 器楽部
6183	 柳川市	 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ----------------------------------------------------------------	
8826	 長崎市	 活水高等学校 軽音楽同好会
8844	 長崎市	 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866	 長崎市	 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867	 長崎市	 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859	 諫早市	 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ----------------------------------------------------------------	
8909	 菊池市	 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914	 玉名市	 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915	 玉名市	 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902	 熊本市	 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907	 熊本市	 開新高等学校 軽音楽部
8921	 熊本市	 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925	 熊本市	 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936	 熊本市	 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977	 熊本市	 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922	 熊本市	 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928	 熊本市	 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931	 熊本市	 慶誠高等学校 軽音楽部
8943	 熊本市	 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933	 上益城郡	 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965	 八代市	 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940	 八代市	 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ----------------------------------------------------------------	
9000	 大分市	 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004	 大分市	 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017	 竹田市	 竹田南高等学校 音楽同好会
9040	 別府市	 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ----------------------------------------------------------------	
9087	 えびの市	 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072	 延岡市	 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045	 延岡市	 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073	 延岡市	 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051	 宮崎市	 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096	 宮崎市	 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079	 都城市	 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078	 都城市	 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094	 日向市	 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081	 北諸県郡	 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ----------------------------------------------------------------	
9117	 いちき串木野市	 鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177	 阿久根市	 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193	 姶良市	 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168	 薩摩川内市	 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126	 指宿市	 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134	 鹿屋市	 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133	 鹿屋市	 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽同好会
9143	 鹿児島市	 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147	 鹿児島市	 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190	 出水市	 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158	 出水市	 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153	 西之表市	 種子島高等学校 軽音楽部
9146	 日置市	 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149	 霧島市	 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ----------------------------------------------------------------	
9213	 うるま市	 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214	 うるま市	 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225	 うるま市	 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228	 うるま市	 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258	 うるま市	 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197	 浦添市	 浦添高等学校 現代音楽部
9196	 浦添市	 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230	 浦添市	 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259	 浦添市	 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220	 浦添市	 昭和薬科大学附属高等学校 軽音部
9194	 沖縄市	 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211	 沖縄市	 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244	 沖縄市	 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246	 沖縄市	 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222	 沖縄市	 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199	 宜野湾市	 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206	 宜野湾市	 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227	 宜野湾市	 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247	 宜野湾市	 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208	 宮古島市	 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209	 宮古島市	 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210	 宮古島市	 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205	 国頭郡	 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248	 国頭郡	 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251	 国頭郡	 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202	 糸満市	 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216	 糸満市	 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241	 石垣市	 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242	 石垣市	 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243	 石垣市	 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223	 中頭郡	 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229	 中頭郡	 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252	 中頭郡	 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253	 中頭郡	 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204	 島尻郡	 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207	 島尻郡	 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215	 島尻郡	 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226	 島尻郡	 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236	 島尻郡	 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238	 島尻郡	 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217	 那覇市	 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218	 那覇市	 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219	 那覇市	 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221	 那覇市	 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231	 那覇市	 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232	 那覇市	 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233	 那覇市	 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234	 那覇市	 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212	 那覇市	 興南高等学校 軽音楽部
9237	 豊見城市	 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249	 豊見城市	 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250	 豊見城市	 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254	 名護市	 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256	 名護市	 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257	 名護市	 名護商工高等学校 軽音楽部
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IN MEMORY OF

軽音楽部
2 0 2 0

昨年度末に始まった新型コロナウイルスの流行は国内だけではなく、世界中に広

がりました。ここまで大きな社会現象になり、経済活動に影響するとは誰も想像

できなかったと思います。まだ完全に終息したわけではなく、ワクチンや治療薬

が開発されるまで、安堵はできません。東京オリンピック／パラリンピックの開

催が 1 年間延期され、国内の小中高校から大学までが一斉に休校するなども前代

未聞の出来事でした。高校 3 年生の皆さんにとって、部活動に打ち込んだ青春時

代の集大成としての大会は、運動部も文化部もすべて中止となりました。象徴と

しての大会はなくなりましたが、皆さんが頑張った証は皆さんの心の中にありま

す。仲間と過ごした青春時代の日々はこれからの長い人生の節々で思い出すこと

があると思います。そこで、皆さんが打ち込んだ軽音楽部の思い出になるように「IN 

MEMORY OF 軽音楽部 2020」というプログラムを制作しました。軽音楽部で

活動した記念になれば幸いです。

「IN MEMORY OF 軽音楽部 2020」の発行に伴い、冊子の巻頭にあいさつ文をいただきました

静岡県版 愛知県版 中部地方版 京都府版

冊子
発行
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「IN MEMORY OF 軽音楽部 2020」の発行に伴い、冊子の巻頭にあいさつ文をいただきました

文化庁 学校芸術教育室長

参議院議長
公益財団法人

かけはし芸術文化振興財団理事長

軽音楽部に関わるすべての皆様へ

軽音楽部の皆様へ

根 来 恭 子

山 東 昭 子

　今年は新型コロナウイルスによる学校の休業によって軽音楽部の活動ができなかった方、学校が再開さ

れた後も思うように練習や活動ができずに、もどかしい思いをしている方が大勢いらっしゃると思います。

また、出場が決まっていた大会や目指していた大会が中止となり、悔しい思いをされている方も大勢いらっ

しゃると思います。

　全国高等学校総合文化祭軽音楽部門も高知県で開催のはずでしたが、生徒の皆様の生命の安全・健康を

最優先に考え、インターネットを活用した初の「WEB SOUBUN」として７月 31 日から 10 月 31 日

までの３か月間にわたり、開催することとなりました。高知県に一堂に会してコンテストや交流ができな

くなったことは大変残念ですが、軽音楽部の皆様の個性溢れる演奏や熱いパフォーマンスがインターネッ

トを通して多くの方々を勇気づけ、軽音楽を愛する仲間との新たな交流が生まれることを期待しています。

　新型コロナウイルスは私たちに大きな試練を与えていますが、「新しい生活様式」の中での工夫をこらし

た活動を通して、お互いに高め合える仲間とのかけがえのない時間や軽音楽の素晴らしさを改めて認識し、

今後益々皆様の学校生活が充実したものとなることを願っております。そして、この大きな試練を乗り越

えて、皆様が未来の文化芸術の担い手としてご活躍されることを心よりお祈りしております。

　最後になりましたが、学校教育の一環としての軽音楽部の活動にご尽力されている全国学校軽音楽部協

会をはじめ、各都道府県の軽音楽部門の皆様や顧問の先生方に心から敬意を表しますとともに、これから

も全国の学校で活動が活発に行われ、軽音楽部がより一層発展していきますことを祈念いたしまして、挨

拶とさせていただきます。

「IN MEMORY OF 軽音楽部 2020 ～高等学校軽音楽系部活動の思い出」発刊に際して

　今年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、 東京オリンピックの延期をはじめ、様々なイベン

トが中止、延期になるなど、予想もしていなかったことが現実として起きています。

　高校生においては、文化部、運動部によらず、日頃の活動の成果を発揮する大会や出場を目指していた

大会などが、大変残念ながら軒並み中止となってしまいました。特に 3 年生の皆さんにとっては、その集

大成としての大会にチャレンジする機会すら失ってしまったことは、言葉では言い表せないほど様々な気

持ちが入り混じり、心の整理も難しかったのではないかと思います。

　それでも思い返してください。仲間と一緒に軽音楽部で励んできたこの 2 年間余りは共に同じ目標に向

かって切磋琢磨し、協力し合い、時には衝突もあったでしょう…いろいろなことがあったと思います。み

んなで 1 つのものに集中し、作り上げてきたもの、また、共に過ごしてきた時間はこれからの皆さんにとっ

てかけがえのない生涯の大切な思い出、宝物になることと信じています。

　3 年生にとって高校の軽音楽部での活動は引退となりますが、今後もぜひ音楽に関わってください。そ

して、軽音楽部で学んだこと、培ったことを生かして将来の日本が益々文化的で豊かな国になるよう、文

化芸術をリードしていただけることを期待しています。

　最後になりますが、全国の軽音楽部の益々のご発展を心よりご祈念申し上げます。

公益財団法人かけはし芸術文化振興財団

http://www.kakehashi-foundation.jp



地方自治体や地域の活性化と新しい部活動の在り方

1. 新しい部活動の在り方

　2018 年 12 月、文化庁が「文化部活動の在り方に関する総合的なガイ

ドライン」を発表しました。文化部活動は、生徒が芸術文化などの活動に

親しむ基礎を形成するという意義を持ち、大会などの目標に向かって技術

を磨いたり、自主・自発的に考えて創作や表現力を高めたり、友人とコミュ

ニケーションを取ったり、将来のキャリア・プランにつながるような活動

が可能です。運動部と違い、優劣を付けにくい点が、逆に大会至上主義や

優勝至上主義に走らず、多種多様な活動を可能にします。その 1 つとして、

地方自治体や地域の活性化に向けて活動するということが考えられ、新し

い部活動の在り方の提案になるのではないかと思います。

2. 軽音楽部の持つ可能性

①音楽の力

　軽音楽部においては、既存曲を演奏することも楽しみの 1 つですが、荒

日本部活動学会 第 3 回大会に抄録発表
全国学校軽音楽部協会 理事長

日本部活動学会 理事
三谷佳之

3 月末に神戸で開催予定だった日本部活動学会第 3 回大会がコ
ロナ禍で 7 月に延期され、その後も終息の兆しが見えず、中止
となり、代替措置として抄録を発表し、メールで議論することに
なりました。部活動の在り方に関心を持つ学会員に軽音楽部の可
能性を問う良い機会だと捉え、拙文を発表しました。

▲日本部活動学会 第 2 回 研究集会
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削りで新鮮なメロディーと高校生ならではの歌詞や楽器パートごとのフ

レーズづくりなど、自分たちで創り上げたオリジナル曲の素晴らしさは言

うまでもありません。優勝だけを是とすることから脱却、作品を創作、磨

き上げることができるのは、まさに文化部活動の特長と言えます。また、

演奏を通した自己表現をすることで、多くの人に感動を与えるエンターテ

インメント性の高い活動ができるのが軽音楽部の特長です。

②バンドの力

　複数の人間が集まり、演奏したり、楽曲を作る場合、コミュニケーショ

ンが大切です。気に入らない時も、バンド全体のことを考えて、主張と妥

協を繰り広げる必要があります。また、演奏する曲が決まれば、それぞれ

の楽器パートごとに練習を重ね、演奏する際はチームワークを発揮しない

と合奏になりません。オリジナル曲を創ったり、既存曲をアレンジする場

合にも、クリエイティビティーを発揮することになります。このように、

バンドとしてまとまるためには「コミュニケーション」、「チームワーク」、「ク

リエイティビティー」が欠かせません。これらは実社会で求められるスキ

ルであり、それを部活動を通して習得することができるのは軽音楽部の特

長です。

③イベントの力

　軽音楽部の活動では、バンドで演奏するだけでなく、校内の演奏会や複

数校が集まって合同演奏会を企画することができます。特に校外から演奏

者や観客を集める場合は事前の企画から、参加校の募集、当日の司会、ス

テージの進行や音響＆照明、機材の設営から撤収、後片付けまでいろいろ

な役割が発生します。演奏者（表方）と彼らを支える裏方の仕事を通して、

イベントは両者の協働作業であることを学ぶことができます。その中で、

演奏はさておき、面白い企画を考えたり、司会がうまかったり、音響や照

明に能力を発揮するなど、裏方として頭角を表す生徒が出てきたりします。

いろいろな役割を分担することで、自分の居場所を見つけることができる

のも軽音楽部の特長です。

3. 部活動による地域活性化

①生徒や学校のメリット

　軽音楽部において、イベントの開催に多くのメリットがあることは前項

の通りですが、それが校外の公的施設での開催となるとさらに増えます。

自治体や学校近隣の公共施設を利用することで、生徒が地域との関わりを

感じたり、学校の看板を背負っていることで、地域の中の高校という自覚

が芽生えます。単に、バンドで演奏するだけでなく、会場の設営からイベ

ントの進行、運営まで担当し、ステージでは自己紹介や学校紹介をするこ

とでイベントの一部始終を学ぶことができます。また、個人的な趣味で活

動するバンドと軽音楽部の活動を区別するためにも、公的な場所で開催す

る演奏会の意義は大きいと言えます。生徒にとっても、自分の友達ではな

い、面識のない観客に対してエンターテインメント性を発揮する機会とな

り、自分が楽しいだけでなく、どうしたら聴いている観客が喜んでくれるか、

相手のことを考えるようになります。実際、通りすがりの人が自作の曲を

最後まで聴いてくれて、拍手までもらえた…と、ある生徒が興奮気味に報

告してくれた例もあります。

②地方自治体や地域のメリット

　音楽は多くの人の耳目を集めることができます。高校生が制服で生演奏

をします。知っている曲もあれば、知らない曲でも、基本的にはポピュラー

音楽ですので、誰でも聴き入ることができます。演奏は 1 曲 4 ～ 5 分程度、

1 つのバンドの演奏も 20 ～ 30 分ほどで、それが何組も入れ替わるため、

飽きのこないイベントになります。また、ほとんどのバンドは 4 ～ 5 人編

成ですので、演奏するスペースはさほど広くないところでも実施すること

ができ、デジタル楽器／音響機器を使うことで、出力音量をコントロール

することができるので騒音問題も気になりません。

③地方自治体や地域貢献の事例

　・静岡県立静岡西高校：部活動を通じた地域貢献をテーマに、年間 6 回

　　以上の地域イベントを開催

　・京都府舞鶴市：全国学校軽音楽部協会との共催で「近畿北陸高等学校

　　軽音楽コンテスト」を開催

　・京都市／新京極商店街振興組合：七夕祭りの会場で「軽音楽演奏会」

　　を開催

　・イオンモール（木更津店、和歌山店）：イベントスペースで「軽音楽演奏会」

　　を開催

　・トヨタカローラ京都：府下21店の店舗内で「軽音楽演奏会」を開催（予定）

　・千葉県長生郡白子町青年部：高校や大学の軽音楽部と社会人の野外コ

　　ンサートを開催（予定）

4. NPO との協業による新しい部活動の在り方

①顧問の時間は有限

　前項の通り、校外イベントを開催するメリットは多々ありますが、「働き

方改革」が進む中、顧問は日常の授業や校務の他に部活動も監督しており、

現実問題として地方自治体や地域に演奏会を提案したり、他校に出演を打

診したり、関係者と打ち合わせをする時間はほとんどないのが現状です。

② NPO との協業

　私が理事長を務める「NPO 法人全国学校軽音楽部協会」は、全国の中学校、

高校、大学の軽音楽部を支援しており、俯瞰で考えることができる組織です。

時間の足らない顧問を助けるだけでなく、地方自治体との交渉や県を跨い

だイベントの企画や後援名義の申請と事業報告、参加校の募集などを行っ

ています。NPO（特定非営利活動法人）は、何かを実行する際に必要と言

われる、ヒト、モノ、カネ、情報を、継続性と中立性と公平性を保ちなが

ら運営するのに適した組織形態だと言えます。

　ヒトに関しては、当協会は軽音楽に関する専門家集団ですので、音響＆

照明から、ステージ運営、審査員や講師などのスタッフの手配を担当して

います。モノに関しては、イベントで使う機材の提供やアドバイスを行っ

ています。イベントにかかるカネに関しては、特定の企業に偏らないよう

に考慮しつつ、スポンサーを探したり、寄付金を集めています。情報に関

しては、全国約 2,000 校の中学校や高校の軽音楽部、約 1,200 の大学の

軽音楽サークルのネットワークを使って連絡を取っています。

　以上のように、学校の部活動が地方自治体や地域とイベントを開催する

際に、そのパイプ役として NPO が果たせる役割は大きいと思います。今後、

文化部活動が積極的に校外に出て行くことにより、地域との文化的な接点

が増え、学校が果たす役割も進化するのではないでしょうか。
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　本誌編集長の三谷佳之です。「将来の進路につ

いて考えよう」というテーマで何かコメントを

書いてくれと編集部から要望がありました。大

きなことを言える立場ではありませんが、高校

生の皆さんより人生経験だけは長いので（笑）、

少しでも参考になればと思い、持論を述べるこ

とにします。

　「将来の進路について考えよう」と言われても、

2 年生にとっては、まだ将来の職業も定まらな

い段階で卒業後の進路は決められないと思いま

す。一方、数ヶ月前までは中学生で、今春に高

校生になったばかりの 1 年生に将来の職業を決

めろと言ってもピンと来ないでしょう。将来の

進路は途中でいくらでも変更することができる

ので、ガチガチに考えることはありませんが、

ユルユルでいい加減に考えていると、時間はあっ

という間に過ぎ去るのも事実です。

　自分の人生ですから、できれば好きな仕事、

一生続けられる仕事に就きたい。誰でもそう願

うでしょう。でも、今の段階では世の中にどん

な仕事があるのかよくわからない。そういう時

夏休みは勉強や部活動に打ち込んだり、趣味や課外活動に取り組むなど、まとまった時間を作りやすい期夏休みは勉強や部活動に打ち込んだり、趣味や課外活動に取り組むなど、まとまった時間を作りやすい期
間ですが、同時に将来の進路について考える大切な時期でもあります。そこで、今回は「将来の進路につ間ですが、同時に将来の進路について考える大切な時期でもあります。そこで、今回は「将来の進路につ
いて考える」とは、どういうことなのかを掘り下げてみたいと思います。後半には、音楽の仕事を一挙にいて考える」とは、どういうことなのかを掘り下げてみたいと思います。後半には、音楽の仕事を一挙に
紹介していますので、ぜひ参考にしてください。紹介していますので、ぜひ参考にしてください。

・お寿司の作り方を極めたい		  →　　　寿司職人

・お寿司の作り方を教えたい		  →　　　寿司学校の指導者

・お寿司を食べて客が喜ぶ顔を見たい	 →　　　寿司店勤務（接客業）

・寿司屋を経営したい		  →　　　経営者

・寿司屋を支援したい		  →　　　魚の卸業者、調理器具メーカー

・魅力的な寿司屋の店舗を作りたい	 →　　　建築設計、施工業者

・おいしいお寿司になる魚を研究したい	 →　　　水産系の研究職

・おいしいお寿司を食べまくりたい	 →　　　グルメ・レポーター

・お寿司や寿司店を紹介したい		  →　　　メディア（プロデューサー）

・お寿司の文化を世界に伝えたい	 →　　　語学とコミュニケーションのスキル

お寿司に関係する仕事の例

は多くの人の仕事にはどういうものがあるのか、

少し深く観察してみましょう。親や親戚の仕事

について質問するのも良いでしょう。身内です

から、少しくらい突っ込んで質問することもで

きますよね。通学や休日にすれ違う人がどうい

う仕事をしているのか、楽しそうか、稼いでい

そうか（笑）を想像するも良いでしょう。そん

な活動（？）の中で、これは面白そうだ、これ

をやってみたいな…と思える仕事（職業）や職

種が見つかると良いですね。もし、やりたいこ

とがなかなか見つからないとか、いくつもあっ

て絞れないという場合は、こういう仕事は苦手

だ、魅力を感じない、気が進まない…と思うこ

とを考えて、反対に選択肢を減らしてみてはど

うでしょうか。このように、じっくりと観察し

てみると世の中にはいろいろな仕事があるもの

です。例を考えてみましょう。

　お寿司を食べるのが大好きな人がいたとしま

す。できれば、将来は好きなことの仕事に就き

たいと考えて、お寿司に関連する思いついた仕

事をリストアップしたのが下の箇条書きです。

お寿司ひとつをとっても、これだけ多様な仕事

が存在します（実際はもっとあると思います）。

　お寿司に関連する仕事ひとつでも、職種によっ

て身につけておくべき能力が多種多様ですので、

当然のことながら、高校卒業後の進路も変わる

はずです。漠然と進みたい業界や職業が絞れた

ら、次はその中のどういう職種に興味があるか

を考えて、その分野で楽しく仕事をしたり、成

功するために必要と思われる能力を身につけら

れる進路を選ぶのが王道だと思います。

　紙幅が残り少なくなってきましたので、最後

に一言を…。将来の進路はいつでも、途中で変

えられます。当てのないドライブと行き先がコ

ロコロと変わるドライブは、その意味がまった

く違います。1 つの仕事に一途になって成功し

た人もいれば、何度も転職を繰り返して、最終

的に大成功を収めた人もいます。逆に言えば、

なんとなくボーッと毎日を過ごして成功した人

はいません。途中で路線変更をしても構わない

ので、毎回真剣に向き合うことが大切だと思い

ます。皆さんは可能性に満ち満ちています。ぜ

ひ豊かな人生を送ってください。

※ DiGiRECO.JR 2020 年 8 月号からの転載です
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複数のオープンキャンパスに参加し、中立な視点で見比べてみましょう

オープンキャンパスは早めに計画を立てて、予定を組んでおきましょう

　本校の進路指導部としては「卒業後の就職状況」
と「学費」をチェックするように生徒へ伝えていま
す。「奨学金制度」の有無も大切なポイントです。現
在は奨学金を申請する家庭が多くなっており、クラ
スの半数以上の家庭が奨学金を申請していることも
あります。高校 3 年生の今の時期くらいに申請をし、
次の進路先への入学後に受け取る「予約奨学金」と
いうのがあるのですが、その申請数は毎年増えてい
る状況です。それから、複数の大学や専門学校のオー
プンキャンパスに行くこと。特に初めて訪問したと
ころの印象が強く残りやすいので、ニュートラルな
視点でそれぞれを見比べてみることが大切です。
　これはどの学校にも当てはまることではないかも
しれませんが、本校では 1 年生のうちから「インター
ンシップ研修」という職業体験をさせており、「実
社会を自分の目で見て、それから進路の選択をしよ

う！」という取り組みを行っています。高校 3 年生
になってから慌てるのではなく、高校 1 年生のうち
からオープンキャンパスに参加して、自分の進路を
考えるように指導しているので、早いうちから将来
の夢や進路についての希望を持っている生徒は昔よ
りも増えていると思います。
　また、なるべく自分の希望する分野や学科を設置
している学校を実際に訪問し、その学校の持つ雰囲
気を感じ取るように伝えています。特に将来、自分
のやりたいことが明確になっている生徒に対して
は、自分の未来や高校卒業後にその学校に通ってい
る自分の姿をイメージして欲しいですね。それから、
本人もそうだと思いますが、保護者の観点からする
と「卒業後は、ちゃんと就職ができるのか」という
ことが一番気になるところだと思います。ですので、
就職率はどのくらいなのかということと具体的な卒

業後の就職先の例も見てきて欲しいところです。
　現在は昔とは様子が異なり、大学が専門学校化し
ている側面があると思います。これまではざっくり
と法学部や経済学部という風に分かれていたのが、
現在は専門学校のように「〇〇コース」や「□□コー
ス」という風に細分化が進んでいます。細かく分か
れているからこそ、より専門的なことを学ぶことが
できるわけですが、中途半端な興味で選択してしま
うと途中で休学や退学に陥りかねないので、将来の
目標や目指したい方向性をしっかりと決めてから進
学先を選ぶのが失敗しないやり方だと思います。

--------------------------------------------------------------------------

　自分の将来の「方向性」がある程度、決まってい
る生徒に対しては、通常なら「オープンキャンパス
で自分のやりたいことのできる環境があるかどうか
を見てきなさい」と伝えています。ただ、この状況
ではそれは難しいでしょうから、いろいろな方法を
使って情報を集めないといけません。
　やはり大切なことは、学ぼうとする場所に自分が
本当に学びたい「分野」が設置されているかどうか、
やりたいことを学ぶ「機会」が得られるかどうか、
その専門分野の「先生」がいらっしゃるかどうか、
といった「学問環境」に注目することです。また、「学
内の施設」や「周辺の環境」を知ることも大切なポ
イントです。学問環境は素晴らしくても、生徒によっ
ては進学先の学校が自分にフィットしないこともあ
ります。入学してから「やっぱり自分には合わない
な…」となると大変ですから、自分がその学校に身

を置いたと想定して、いろいろと考えを巡らす必要
があります。今ですと実際にキャンパス内に入れな
くても、駅から大学周辺を歩いてみることはプラス
になると思います。
　まだ「やりたいこと」や「就きたい職業」が決まっ
ていない生徒でも、いろいろと情報を探ることで、
漠然としていた「方向性」が少しずつ定まって、様々
な「選択肢」が見えてきます。その学問環境で何が
行われているのか、どんなことが学べるのかという

「疑問」が生じてくれば、自分の希望する方向性が
見えてくるでしょう。本来ならば、模擬授業を受け
て専門性の深さを「体験」し、それが自分の「興味」
と合致するかどうかを確認するのが理想です。ただ、
今は実際に体験することは難しいですから、まず配
信などを利用して自分の方向性を探ることが大事だ
と思います。

　この時期は WEB や学校案内などで情報収集をす
ることから始めるようになるでしょう。今までの夏
は各地域で多くの学校がオープンキャンパスを開催
していましたが、今年はこれまでとは違った計画を
立てないといけません。夏の学習や模試、行事、私
用などがある中で、並行して情報を集め、自ら「経験」
を積むことが必要です。「体験できることは何でも挑
戦してみよう」という姿勢が大切だと思います。

--------------------------------------------------------------------------

名古屋経済大学市邨高等学校
進路指導部

サレジオ学院中学校高等学校
教諭

中村弘之

堀内裕明

オープンキャンパスに参加する際の大切な４つのポイント

　株式会社キッズ・コーポレーションは高校生の進
路選択をサポートする講演会などを実施している会
社です。私自身も模擬面接指導などで高校生の皆さ
んとお会いする機会も多く、前職では音楽専門学校
で授業／生徒指導などもしていました。今はオンラ
イン説明会なども頻繁に行われていますが、学校選
びや入学後の学生生活にも関連してきますので、ぜ
ひ実際に学校に足を運んでみてください。

①模擬講義／体験授業で授業の雰囲気を知る。

　オープンキャンパスでは「学校説明会」とあわせ
て「模擬講義・体験授業」なども同時開催されてい
ます。どんな先生がどんな雰囲気で教えてくれるの
か？を感じるいい機会です。仮に「内容が難しい」
と感じたとしても、別の講義・授業で補う内容が開
講されているのか？などの確認にもつながり、高校

生のうちから準備できることはないか？というよう
なモチベーション・アップにつながると思います。
学生生活の大部分である「講義・授業」をよりリア
ルに感じるためにも「模擬講義・体験授業」に参加
することをおススメします。

②在学生と話せる機会がある時の参加はなお良し！

　キャンパス・校舎を見学する際に在学生の方々が
皆さんを誘導し、質問に答えてくれるような機会を
用意している学校も多いです。学校職員の方々には
質問しにくいと感じるようでしたら、比較的年齢の
近い在学生の方々に気軽に話しかけてみるのもいい
と思います。実際に受験した方々の話はきっと参考
になることがあると思います。

③ 1 人で参加する（※保護者と一緒に参加する）。

　友人との参加を考えている方も多くいると思いま
すが、できることなら 1 人で、もしくはご家族と参
加されることをおススメします。進学されるのは自
分自身ですので周囲の意見に左右されない状況の方
がより冷静に学校選びと向き合えると思います。

④実際に通学する交通ルートで行ってみる。

　通う学校・キャンパスまで何分で行けるのか？を
知っておくのも大事なことです。1 年時の利用キャ
ンパスが郊外で自宅から 3 時間もかかるとなると一
人暮らしや寮利用も考えなくてはなりません。学び
たいことが最優先ではありますが、自宅から通学を
される方はこういったことも確認しておきましょう。
--------------------------------------------------------------------------

株式会社キッズ・コーポレーション
　　　　　　　　　　　事業創造部 清水次郎
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皆さんが普段聴いているアーティストやバンドの音源はどうやって作られているのでしょうか。また、大きな会場でのライブ
や歌番組、ミュージック・ビデオやインタビュー記事…。これらはどんな人たちが作っているのでしょう。知っているようで
知らない「音楽業界の仕事」をカテゴリーに分けて見てみましょう。

ミュージシャンだけじゃない !?

　「音楽業界」のお仕事。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

技
術
ス
タ
ッ
フ

制
作
ス
タ
ッ
フ

　歌ったり楽器を演奏したり、楽曲を作ったり

する人たちのことをミュージシャンと言います。

いわゆるシンガー・ソング・ライターやバンド・

マンのような「自分が主役となって活躍する」

ミュージシャンのことを、日本ではアーティス

トと呼ぶことが多く、また、楽器の演奏をメイ

ンとしている場合はプレイヤーと呼ばれること

もあります。

　世間的に有名なアーティストやバンドばかり

がミュージシャンだと思われがちですが、実は

「音楽家」としての仕事は多岐に渡ります。例え

ば、アーティストのライブやツアーでバック・バ

ンドとして演奏したりするサポート・ミュージ

シャンやレコーディングを行うスタジオ・ミュー

ジシャン。他に作詞家、作曲家、アレンジャー、

プロデューサーとして、あるいはパソコンを使っ

て楽曲を作るサウンド・クリエイターとしての

仕事もあります。ドラマや映画、芝居をはじめ、

商店街やスーパーなどの BGM、カラオケ BOX

の音源、クイズ番組の効果音からコマーシャル

のイメージ・ソングにいたるまで、街に溢れて

いるほぼすべての音楽がミュージシャンによっ

て作られ、ミュージシャンによって演奏されて

いるのです。

　また、音楽学校の講師やインストラクター、イ

ンターネット上に作品を発表するネット・ミュー

ジシャンといった職業もあります。

　ミュージシャンのライブは PA（音響）スタッ

フ、照明スタッフ、舞台美術スタッフ、楽器スタッ

フ、映像スタッフといった専門の「コンサート・

スタッフ」が技術的にサポートしています。さ

らに、ショー全体を取り仕切る舞台監督、スモー

クや紙吹雪などでステージを演出する特殊効果

スタッフなど、様々な担当が共同でコンサート

を作り上げています。

　楽曲の音源を制作する「レコーディング・ス

タッフ」には、レコーディング・エンジニアを

はじめ、ミキサーやマスタリング・エンジニア

という「音」をまとめるスタッフの他に、サウ

ンド・プロデューサーや音楽ディレクターなど

全体を見るスタッフがいます。

　音楽の現場は、他にもテレビ局やラジオ局、

そして、今はインターネットの中にもあります。

最近では映像に音楽や効果音を乗せる MA（Multi 

Audio）や音を編集するサウンド・プログラマー

が人気です。

　技術スタッフは専門職です。それぞれの職業

に就くには専門的な技術と知識、そして、経験

が必要です。実際の現場さながらの環境で経験

を積むことができる専門学校の出身者が多いの

もうなずけます。

　アーティストやミュージシャンはマネジメン

トやスケジュール管理を業務委託するため、プ

ロダクションに所属します。そして、CD などの

音源を発売するためにレーベルや音楽出版会社

と契約します。ライブ・コンサートを行う場合

はイベント制作会社に依頼して、会場や各技術

スタッフと契約します。

　プロダクションは所属アーティストのプロ

デュースやプロモーションだけではなく、常に

新人開発と育成も行っています。また、ホーム

ページの管理やファンクラブの運営、グッズ制

作なども行います。レーベルは音源制作の企画

から制作までを行い、音楽プロデューサーによっ

て全体がまとめられます。また、完成した音源

をいかに販売するかという販売促進のための営

業と宣伝も行います。

　制作スタッフは基本的に会社員です。制作ス

タッフを目指すなら、関連の企業に就職すること

が目標です。必要なスキルや経験に応じて、大学、

芸術大学や専門学校、またはスクールで学ぶこ

とができます。
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　「音楽業界」のお仕事。
 これが
 音楽業界相関図だ！

音楽業界は、アーティストやミュージシャンを中心に、
所属プロダクションやレーベル、ライブや音源の制作
チーム、技術スタッフ、楽器製造、権利管理、そして
学校などの業種によって成り立っています。しかし、
それぞれが独立しているというよりも、お互いが関係
し合いながら出来上がっています。

プロダクション レーベル

イベント制作

楽器

メディア Web

レコーディング

音源制作

ライブ・コンサート

学校、スクール

権利関係

ミュージシャン
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　リズムは音楽の要です。日本人は世界の国々

に比べ、「リズム」が弱いと言われます。しか

し、日本人が端的にリズム感が悪いというわけ

ではありません。「気にしていない」だけな

のです。日本人が音楽を聴く場合、「歌詞」や

「メロディー」に重きが置かれます。また、音

楽を演奏する時に気にかけるのは「感情」と

「テクニック」です。さらに言えば、「ルック

ス」「パフォーマンス」「コーラスワーク」と

いう部分をバンドをやる上でポイントとするこ

とが多いようです。もちろんそれらも重要なフ

ァクターですが、ポピュラー・ミュージックに

おいて、最も重要なのは「リズム」です。リズ

ムがメンバー同士や観客との唯一の共通項とな

ります。

　個々の歌唱や楽器の上達、アンサンブルをまと

めるためにも、まずはリズムがあって、初めて音

楽であることを理解していただき、効果的な基礎

練習でリズムを強化しましょう。

　一口に「リズム」と言っても、日本人の悪いク

セで、様々なことを一括りにしてしまっているの

で、ごちゃごちゃに使っている言葉を、まずは明

分化してみましょう。整理すると、①テンポ ②

リズム ③グルーヴに分かれます。

　メトロノームに合わせて演奏することやハシ

ったり、モタったりすることに関するのは「テ

ンポ」のことです。「リズム」とは、いろいろ

な音符や休符の長さをちゃんと保って演奏する

こと、フレーズが気持ち良くはまっているかに

関わること。「グルーヴ」とは、演奏全体が作

り出す1つの大きな「波」の総称で、ジャズの

世界では「スウィング」と呼んでいます。アド

バイスをする方も受ける方も、この違いを曖昧

にしているため、真意が伝わらないことがよく

あります。「リズムを良くしたい」と言う生徒

に対して、「メトロノームの練習をしっかりと

しなさい」と言うのは間違ったアドバイスで

す。しかも、生徒の方も、実は「メトロノーム

に合わせて演奏ができない」という、テンポキ

ープに関する悩みの場合もあり、その時に先ほ

どの答えでは、何もアドバイスしていないのと

同じことになってしまいます。また、そういっ

たボタンの掛け違いの答えを聞いても、多くの

日本人は「はい」としか言わないのが常です。

　テンポ、リズム、グルーヴだけでなく、「ノ

リ」という言葉もよく使います。グルーヴと同

じ意味で使われる場合もありますが、本来は

「高揚している」「ヤル気になっている」「空

気が読めている」というような意味です。ま

た、「素早く行え」という意味で、「テンポ良

く」という表現もします。本当に日本人はニュ

アンスで言葉を上手に使う、類希なる優れた民

族だと思います。まずは指導する側が言葉の意

味をしっかりと使い分けることで、アドバイス

が的確になります。

　テンポをキープさせるためにはメトロノームを

使うのが一番です。実際にバンドなどで演奏する

時に、メトロノームを流しながら行うことも良

い練習方法ですが、あまりやり過ぎると、堅苦し

い、それこそ感情のこもらない演奏になりがちで

す。テンポ感は本来、個人のスキルとして上達さ

せなければならないものなので、各々がしっかり

とメトロノームで練習をして、合奏に臨む方が良

いでしょう。

　例えば、譜例1のようなフレーズを足などで

テンポを取りながら手拍子します。手が痛くな

るので、両手で腿を叩いたり、ドラムの練習台

をスティックで叩いても構いません。これはリ

ズムの練習ではないので、手拍子のフレーズが

様々に変わっても、メトロノームとズレていな

いかを重視します。この練習を「チェンジアッ

プ練習」と言います。手で叩くフレーズが変わ

っても、メトロノームが出すテンポをしっかり

とキープする練習です。耳でメトロノームを聞

きながら合わせ、次は何かと考えもするので、

体を動かしながら頭を使うことも同時にできる

ようにする訓練でもあります。

　この練習は徐々にメトロノームのテンポを上

げていくのではなく、80、120、90、110、

辻 伸介　
ドラマーとして、HR/HMから歌モノや
Pops、演歌まで叩きこなす幅広い音楽性
で、ライブサポートやレコーディング、
インストラクター、 ディレクション、執
筆など、多岐に渡って活躍中。

ほとんどの人が曖昧に使っている
「リズム」という言葉の再定義

テンポキープを身に付けるための
体を使った効果的な練習方法

▼譜例1　チェンジアップ練習の例

▼譜例2　ペア練習の例

第1回「リズム・トレーニング初級編」

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習
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75、60、100…など、速さをアットランダム

に行うと、様々なテンポチェンジに素早く対応で

きるようになり、効果的です。また、譜例2のよ

うに2人ずつペアになったり、2つのグループに

分かれて、別々のフレーズを叩くのも打楽器のア

ンサンブルのようになり、みんなで楽しくできる

と思います。

　慣れてきたら、チェンジアップのフレーズの

順番を入れ替えたり、足踏みを片足だけでなく

右左交互にするとか、パラパラのようなツース

テップや昔懐かしいボックスのステップにした

りすると難易度が上がります。

　いくらメトロノームで練習をしても「テンポ

感」は身に付きますが、「リズム感」は養われ

ません。ざっくり言うと、時間の区切りの点を

一定に保つこと（メトロノームに合わせるこ

と）がテンポ・キープで、その時間の区切りの

間を、様々な音符の長さで保つことがリズム・

キープです。逆説的に言えば、良いリズムがキ

ープされていれば、必然的にテンポは一定にな

ります。テンポが揺れている演奏は「良いリズ

ム」と感じないからです。

　リズム・キープの練習は楽器を持ってコード

や音程を決めて、同じテンポでいろいろな音符

や休符の長さを演奏することが第一歩です。ボ

ーカルは声で行い、ドラムは音の長さを調整で

きるハイハット・オープンで行いましょう。も

ちろんピアノなどを弾いても構いません。この

練習で大事なことは「発音し始める場所」や

「打点」ではなく、「音を切る場所」です。譜

例3-1で言えば、ジャン、ジャン…ではなく、4

分音符の長さをしっかりと保って、ジャーン、

ジャーン…と演奏しましょう。同時に休符の長

さも意識すると、さらに良いでしょう。休符は

「お休みの場所」ではなく、「音のない音符」

です。4分休符の長さもしっかりと意識しまし

ょう。

　メトロノームを流しながら行うことは、テン

ポをキープしながらリズム練習ができるのでと

ても効果的ですが、メトロノームなしで行う

と、合奏する意識や責任感が増して、さらに効

果があります。ゆっくりなテンポだとかなり難

しくなりますが、メトロノームに頼らずにキー

プすることを意識できるようになるはずです。

また、ギターチームだけ、ボーカルチームだけ

などとパート別に行ったり、いくつかのテーム

に分かれて、別のパターンを同時に行ったりし

ても良いでしょう。

　慣れてきたら、譜例４のように音符と休符をア

ットランダムに配置してフレーズにしたり、弾く

コードを変えていっても良いでしょう。難易度

は上がりますが、音楽的になっていくので、楽し

みながら練習ができると思います。繰り返します

が、大事なことは音符の長さと休符の長さを弾き

分けて演奏することです。

　初歩のリズム・トレーニング（ここで言うリズ

ムとは、テンポやグルーヴも含みます）には、楽

器や特に難しいフレーズなどは必要ありません。

最近では小さな子供たちのコミュニケーション練

習として、打楽器などを使ったリズム遊びが行わ

れています。リズムは音楽やバンド演奏をする時

の土台となるものです。ぜひ音楽の楽しさの中に

「リズム」があることも生徒に教えてあげていた

だきたいと思います。

　基礎練習とは、基本的に地味でつまらないも

のです。「大事だからちゃんとやれ！」で済めば

良いのですが、なかなかそうもいきません。校

風や気質にもよると思いますが、ストイックに

行うだけでなく、どうすれば楽しく、みんなで

基礎練習ができるのか、を考えてみる必要があ

るかもしれません。

音符と休符の長さを理解することが
リズム・キープ体得への第一関門

▼譜例3-1

▼譜例3-2

▼譜例3-3

▼譜例4

リズムはコミュニケーション・ツール
楽しく練習を行いましょう

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法
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　前回の記事では「我々、日本人は『リズム』

という言葉を曖昧に使っている」「リズムという

言葉には『テンポ』や『グルーヴ』という内容

も含まれている」とお話ししました。テンポと

リズムに関しては前号を参照していただくとし

て、今回は「グルーヴ」について解説します。

　まず「グルーヴとは一体、何なのか」という

ことですが、ポピュラー・ミュージックを生ん

だアメリカの人たちが言い出したことなので、

日本人にはなかなか理解しにくい概念です。特

にリズムに疎い日本人には、かっこ良い言葉の

響きとメンタル的なイメージだけが先行してし

まっているようです。よく「グルーヴ＝ノリ」

と解釈されていますが、この 2 つは離して考え

た方が良いと思います。

　故・忌野清志郎が客席に向かって「ノッてる

かーい！」と叫んでいたように、「音楽に身を任

せて楽しむ」「音楽を聴いて体が動いてくる」感

じが「ノッている」という状態であり、本来は「グ

ルーヴ」とは似て非なるものと言えるでしょう。

演奏者からすると、「グルーヴ」とは受動するも

のではなく、能動するものだと考えれば、わか

りやすいかもしれません。音楽を演奏する際に、

いかに楽曲を「グルーヴ」させ、その結果、聴

く側を「ノせる」ことができるか、ということ

です。この感覚はクラシックにはありません。

　欧米人や、もしかすると日本人以外のアジア

人は音楽を演奏する際にグルーヴする感覚を最

初から持っています。しかし、日本人にその感

覚がないのではなく、音楽を演奏する際に必須

なものとして捉えていないだけなのだと思いま

す。日本人にとってのグルーヴ練習とは「覚える」

ことではなく「発見していく」こと、あるいは「目

覚めさせる」ことに近いのかもしれません。

　とはいえ、日本人の DNA に組み込まれている

「日本式の音楽の感じ方」から欧米のそれに変換

するのは並大抵のことではありません。まずは

「欧米式の音楽の感じ方」、すなわちロックの「ノ

り方」を分析してみるところから「グルーヴ」

について考えてみましょう。

　グルーヴ感は持って生まれたセンスや音感な

ど、ポテンシャルによるものと思われがちです

が、歌や楽器の技術、音楽知識と同じように「グ

ルーヴする練習」を行えば、メキメキと良くな

ります。なぜなら、前述したように日本人はグ

ルーヴができないのではなく、しようとしてい

ないだけだからです。

　日本と欧米では拍子の感覚が違います。4 分

の 4 拍子の楽曲で日本人が手拍子をする場合、

ほとんど 1 拍目と 3 拍目に手を打ちます（譜例

1）。しかし、これでは宴会でオジサンたちが歌

いながら手拍子をしている時のように、少し「ど

っこいしょー」という野暮ったい感じになって

しまい、ロックのグルーヴには合いません。ロ

ックのグルーヴ・ポイントは 2 拍目と 4 拍目（ド

ラマーがスネアを叩く位置）にあり、これを「バ

ックビート」と呼びます。わかりやすく童謡で

比べてみると、例えば、「さーいーたー、さーい

ーたー」と「チューリップ」を 1 拍目と 3 拍目

で手拍子する時よりも 2 拍目と 4 拍目でした方

が、なぜか体が勝手に動き出して、楽しくなっ

てくると思います（譜例 2）。

　演奏する際に、この感覚を常に持つためには

メトロノームのテンポを半分にして、2 拍目と

4 拍目に感じながら合わせる練習が効果的です。

4 分音符で出した時よりもバックビートを意識

することができ、アンサンブルになった時でも

スネアを感じながら演奏することができるよう

になります。特に効果があるのはドラマーとボ

ーカリストです。テンポキープが苦手なドラマ

ーには「スネア（バックビート）を気持ちの良

いポイントで叩き続けられるように、意識して

練習しよう」とアドバイスをしてください。ボ

ーカリストにはバックビートで手拍子をしたり、

腿を叩きながら歌うように練習させると、バン

ドの演奏にハマるようになっていきます。

ウラがなければ、オモテはない
アップしなければ、ダウンしない

▼譜例1　4分の4拍子の場合の日本人の手拍子

▼譜例2　「チューリップ」のメロディーとバックビートの手拍子（下段）

辻 伸介　
ドラマーとして、HR/HMから歌モノや
Pops、演歌まで叩きこなす幅広い音楽性
で、ライブサポートやレコーディング、
インストラクター、 ディレクション、執
筆など、多岐に渡って活躍中。

第2回「リズム・トレーニング上級編」

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習
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　この 3 次元の世界には、必ず裏と表がありま

す。裏があるから表があり、裏のない表などは

あり得ません。人間も裏表のある人は裏の顔が

あるから、そう言われるのです。また、重力が

支配するこの地球上で、上がらずに下がるもの

はありません。音楽も同様で、裏と表、アップ

とダウンがあって、初めてグルーヴが生まれま

す。コンピューター・サウンドが今なお機械的

に感じるのは、この 2 つがないからです。人間

にしか出せないもの、感じられないもの、それ

が「グルーヴ」なのです。

　世界の国々と比べると、日本は「行進」が下

手だと言われます。それは日本人が行進する際

に、足を地面に付けたタイミングで「1、2」と

カウントするのに対して、他国では足を上げた

時にカウントするからです。他にも、例えば、

腕立て伏せをする場合、日本人は上体を下げる

際に数を数えますが、欧米では腕を伸ばして体

を上げる際にカウントします。足を上げたタイ

ミングでカウントする練習をするなど、まずは

慣習の違いを変えてみて、「グルーヴ」というも

のを体感することが上達の近道です。

　音楽上では、グルーヴのアップの位置のこと

を「裏拍」と呼びます。グルーヴはすべて裏拍

＝アップから始まります。まずこれを理解して、

演奏する際に意識することが大切です。譜例 3

のようにギャロップ（足を入れ替えないで行う

スキップ）を前に出した足からではなく、後ろ

に構えた足からスタートさせます。すると、「タ

ーンタ、ターンタ」ではなく「タタン、タタン」

と後ろから押される感じになると思います。あ

るいは、童心に戻って「アルプス一万尺」や「茶

摘み」「おちゃらかほい」など、2 人でペアにな

って手遊びをすることも効果的です。もちろん

軽音楽部員なのですから、メトロノームを使っ

てテンポを崩さないように行いましょう。その

際にメトロノームを裏の位置に出して、裏に来

る言葉にアクセントを付けたり、4 分音符で足

踏みをしながら行うと、さらに効果的です（譜

例 4）。「ストイックな練習にならない」と懸念

されるかもしれませんが、グルーヴは音楽の中

にあります。音楽と一緒でないと、グルーヴ感

は養われません。馴染みのある童謡で楽しみな

がら練習することも、決して遠回りではないの

です。

　バックビートの項でお話したように、日本人は

1 拍目で音楽を感じます。これは日本語（特に標

準語）のアクセントがほとんど最初の文字にある

ことからくる現象です。しかし、外国語は単語や

文章のアクセントがあまりアタマに来ないので、

弱起（1 拍目より前からメロディーが始まること）

が多くなります。音楽の構造的に 1 拍目はとて

も重要なので、疎かにしてはいけませんが、ロッ

クという外来音楽を理解するには、まずバックビ

ート、裏拍から表拍（アップからダウン）への流

れ、弱起など、西洋音楽の成り立ちや言語文化を

知ることが必要になります。

　今回は、練習方法というよりも解説の方が多く

なってしまいましたが、まずはメンタル的なこと

から理解しなければ、グルーヴは習得できません。

しかし、最近の若者は産まれた時からロックや英

語が周りにあり、今の J-POP や J-ROCK の 1 拍

目にアクセントがない歌詞やメロディーに慣れて

います。もしかしたら、大人の方が難しいかもし

れません。

グルーヴするDNAを呼び起こす、
バックビートの感覚

日本と外国の言葉や文化、
音楽の成り立ちの違いを理解する

▼譜例3　裏拍から押し出されるような感覚を掴むのがポイント

▼譜例4　裏から表、アップからダウンへの感覚を身に付けること。下段は裏拍のメトロノームの位置

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法
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第3回「みんなでやる発声練習」

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習

　楽器の基礎練習と同様に、ボーカリストにも

基礎練習が必要です。音程や感情表現などが上

手に歌えているかどうかではなく、ボーカリス

トとして「声で奏でているか」という観点に立

ってみると、体を使って音を出すボーカルも「楽

器」なので、たとえ上手に「歌う」ことができ

ても発声がしっかりとできていない状態では、

ギターやドラムといった楽器を「鳴らせていな

い」のと同じです。多くの人が「ボーカルは天

性の才能によるもの」と勘違いしていることが

多いようですが、実はボーカリストこそ基礎的

な練習が必要なパートなのです。発声の基礎練

習を行い、「楽器」として体を使えるようにして

いきましょう。

　まず発声の身体的なメカニズムを、呼吸をコ

ントロールする「A エリア」、呼吸によって声帯

を鳴らし、音域をコントロールする「B エリア」、

声帯で発声された音の音色をコントロールする

「C エリア」という 3 つのエリアに分けて考え

ます。少し専門的になってしまいましたが、そ

の概念を理解していただいた上で、まずは A エ

リア、次に A エリアを元に B エリア、そして、

最後に A、B エリアを元に C エリア、と順番に

ステップアップして練習してください。個々の

改善点や今後の練習方法も見つけられるように、

顧問の皆さんもぜひ取り組んでみていただきた

いと思います。

　歌の呼吸で重要なのは「腹式呼吸」です。ま

ず A エリアの腹式呼吸の基礎練習から始めまし

ょう。A エリアでしっかりと腹式呼吸ができる

ようになるだけで、ビックリするほど音域が広

くなります。それだけではありません。声にア

タックが出たり、音程の安定感も良くなり、声

の表情と歌の存在感も出てきます。つまり、特

にボーカリストにとって、この腹式呼吸の基礎

練習が「声の要」となるわけです。

　私たちが日常生活の中で行っている「胸式呼

吸」では、空気を吸った時にお腹が凹み、空気

を吐いた時にお腹が膨らみます。「腹式呼吸」は

この反対で、空気を吸った時にお腹が膨らんで、

吐いた時にお腹が凹む呼吸法です。人間は眠っ

ている時やあくびをする際、無意識に腹式呼吸

をしています。無意識で行っていることを自分

の意思でできるようにすることが目標です。腹

式呼吸ができるようになれば、ボーカリストに

とって必要な背筋や腹筋などの筋肉が自然と鍛

えられていきます。

　1 人で腹式呼吸のお腹の凹凸を確認するより

も、複数人でお互いをチェックし合いながら練

習した方が効果的です。まずは全員で円座にな

り、お腹に手を当てます。リーダーが「はい、

ゆっくり吸って～。はい、ゆっくり吐いて～」

という感じで、腹式呼吸を最初は 3 秒ずつくら

いかけて繰り返しましょう。

　腹式呼吸がスムーズにできるようになったら、

リズム練習も含めて、メトロノームや適当な楽

曲に合わせて行います。♩＝ 100 〜 120 くら

いのテンポで「2 小節吸って、2 小節吐く」「1

小節吸って、1 小節吐く」「2 拍吸って、2 拍吐く」

「1 拍吸って、1 拍吐く」「半拍吸って、半拍吐く」

を 2 回しずつなど、連続して行うと良いでしょ

う（譜例 1）。

　楽器パートの人が基礎練習をするような感覚

で、しっかりとリズムに合わせて呼吸すること

を心がけてください。リズムに呼吸が合い出す

と楽器を演奏しているような感覚になり、地味

な基礎練習も楽しくなってくると思います。

伊丹谷良介　
国内外でライブ活動を行う。著書「バンド・ボ
ーカル読本」を発売し、近年はソロ活動やコラ
ボ、はたけ（シャ乱Q）とのHATAKE BANDの
リード・ボーカリストとしても活動中。
http://www.Itamiya.net

呼吸をコントロールする
腹式呼吸の基礎練習

譜例1　腹式呼吸をリズムに合わせて行う▲発声の3つのエリアのイメージ図
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　次は声帯を鳴らし、音を出して音域をコント

ロールする B エリアのための「リップロール」

の基礎練習と発声練習です。まずリップロール

のやり方を説明します。肩の力を抜いて、腹式

呼吸で肺に十分に息を吸い込んでお腹がぷっく

りと膨らみ、息を吐く時にお腹が凹んでいく感

覚で、鼻から空気を出さずに口から息を吐きま

す。その際、口蓋を開き、舌根を下げることが

重要です。息を吐く時に歯を噛み合わせ、口を

完全に閉じた状態で唇を震わせながら「プルル

ルルー」と発声します。もし「ブ、ブッ、ブウ

ー」という風に息と発声が乱れる場合は 100%

の腹式呼吸ができていないということです。5

〜 10 秒以上「プルルルルー」と自然に継続で

きれば、腹式呼吸で声帯の音が安定した筋肉の

状態で鳴っているということになります。

　はじめのうちは軽く口の周りを指で押さえて

やってみるとコツが掴めると思います。リップ

ロールに慣れるまでは多少の個人差はあります

が、なかなかうまくリップロールができない人

でも地道に繰り返せば、必ず誰でもできるよう

になります。焦らず、根気強くトライしてくだ

さい。

　リップロールができるようになったら、リズ

ムの中で練習すると、より効果的です（譜例 2）。

この基礎練習を習慣づけることで「呼吸のポン

プ」と「声帯の鳴り」がリズムにきっちりと合

うようになり、歌のリズム感も良くなっていく

と思います。

　腹式呼吸によるリップロールで音が鳴ってい

る状態は、歌っている時に声が枯れにくくなる

ことにもつながります。また、歌う前の喉のウ

ォーミング・アップとしても有効で、リップロ

ールでしっかりと喉を温めておくと声の持久力

もアップします。

　最後に、音色をコントロールする C エリアの

基礎練習と発声練習です。人間は口を開けると、

無意識に舌根が上がる（喉が閉まる）ようにな

っています。これは体内にバイ菌などが入らな

いようにするための本能的なものです。これを

意識的にリップロールの状態から自然に発声で

きるように練習していきます。

　複式呼吸でリップロールしながら口蓋を開い

て、舌根を下げた状態を保ったまま音を止めず

に口を開け、「アァアアアア」と発声します。慣

れていないと舌根が上がり、喉が閉じて細い音

になってしまうと思いますが、舌根を下げたま

ま力を抜いて、口だけを開けて発声することが

できれば、太くて芯のある声が自然に出ます。

焦らず、何度も繰り返してマスターしましょう。

理論的に考えるよりも感覚的に自分の声を太く

て、芯のある声に近づけていく意識を持つこと

が大切です。イメージとしては遠くの山に向か

って「ヤッホー」と大きな声を出すような感じ

で発声すると、比較的簡単にできるようになる

と思います。

　スムーズにできるようになったら、A、B エ

リアもしっかりと意識しつつ、リズムに合わせ

て同じように発声練習をしましょう。先ほどの

譜例 2 をリップロールから上記の C エリアを使

った発声に変えて行ってください。やはり♩＝

100 〜 120 くらいの、ゆっくりなテンポから

始めましょう。

　発声の練習は楽器と違って目に見えないので、

難しく感じる生徒もいると思います。しかし、「体

の使い方を覚える」という意味では楽器の習得

と同じです。まずはゆっくりと優しく、安心感

を与えながら指導にあたってください。

音域をコントロールする
リップロールの基礎練習

音色をコントロールする
喉の基礎練習

▲譜例2　リップロールをリズムに合わせて行う。リップロールを発声に変えれば、Cエリアの練習になります

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法
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　ギターやベースを弾く上で習得しなければな

らないことはたくさんあります。音楽理論など

の知識はもちろんですが、一番大事なことは「弾

くという動作」のシェイプアップです。無駄の

ないフィンガリングやスムーズなピッキング（ベ

ースの指弾きの場合は弦へのタッチ）の練習を

することが上達への鍵となります。弾く動作を

シェイプアップすることで様々なフレーズが弾

けるようになり、正確なフィンガリングやピッ

キングによってサウンドも向上します。

　今回はスケール（音階）を使ってのトレーニ

ングを紹介しますので、同時にスケールも覚え

られ、音楽的にも楽しく練習することができる

と思います。音楽雑 Z 誌などに掲載されている

「メカニカル・トレーニング」にはテクニカル系、

特に速弾きの養成を目的としたものが多く見受

けられますが、本来は右手と左手のバランスを

良くすることを目的で行うものです。もちろん

テンポを速くすれば、速弾きのエクササイズに

もなりますが…。

　トレーニングをする際の注意点は、まず両手

の動作を意識的にコントロールできる状態のテ

ンポで行うことです。練習では生徒が弾けると

思っているテンポよりも遅く、余裕を持って弾

けるテンポで行ってください。なお、ただエク

ササイズ・メニューをこなすだけではなく、弾

いている中で以下の注意点がきちんとできてい

るかを意識するようにアドバイスしてください。

　左手の運指は始点とした指から必ずフレット

に沿って、順次それぞれの指で押さえるように

してください。例えば、人差し指で５フレット

を押さえたら、７フレットは必ず薬指で押さえ

るようにします。手が大きい人でも中指で押さ

えてはいけません。他の弦に移動する際に始点

となる指がフレットを移動する場合などは特に

注意しましょう。使いやすい指で押さえてしま

わないようにします。また、基本的に弾いてい

ない指も指板から離れないことが大切です。こ

れは弾いていない弦を他の指でミュートして、

関係のない音まで鳴ってしまわないようにする

ためです。さらに、指板を押さえている指は次

の指が指板に着く前に離さないことも重要です。

意識しすぎて、指が指板に残ってしまってもダ

メです。指が入れ替わる瞬間に、同時に指板か

ら指を離すように心がけましょう。

　右手の動きは規則性を保ちながらリズムの中

でピッキングやフィンガリングをしなければな

りません。ピックの場合もベースの 2 フィンガ

ーの場合もオルタネイト（アップとダウンのピ

ッキングや人差し指と中指のフィンガリングを

規則的に交互に繰り返すこと）で行い、フレー

ズにリズムを伴った状態で弾くことが重要です。

　ギターやベースを弾くということは単純に言

えば、指板上の左手で押さえている弦を右手で

弾（はじ）くだけのことなのですが、意外にこ

れが難しいものです。ゆっくりなテンポから以

上のような注意点を守って、地道に練習してい

きましょう。

　メカニカル・トレーニングの導入部としては

「クロマチック・スケール（半音階）」が良いで

しょう。実際はクロマチック・スケールを弾く

わけではなく、半音でつながった音を弾いて、

各指の動きの独立性のみを目指したエクササイ

ズになります。個々で自分の音を聴ける環境が

あれば良いのですが、無理な場合はアンプにつ

ながずに生音で行ってください。

　まず人差し指で 6 弦 1 フレットを弾き、それ

を始点に残りの 3 本の指を 2、3、4 フレット

と半音ずつ弾いて、１弦まで上昇していきます。

戻る時は最後に弾いた 1 弦 4 フレットの小指を

5 フレットにズラし、今度は小指を始点に下降

ラインの半音進行で 6 弦まで戻ります（図 1）。

これを 1 フレットずつズラして、12 フレット

まで連続で繰り返します。メカニカル・トレーニングを
する際に注意するべきポイント

クロマチック・スケールを使った
半音進行エクササイズ

第4回「スケール練習 ギター・ベース編」
～スケールを使ったメカニカル・トレーニング～

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習
岩尾 徹　
アーティストのツアーサポートや、そのアルバ
ムやゲームなどのサウンドトラックにギタリス
ト、アレンジャーとして参加、及び楽曲を提
供。現在はインストラクターとして後進の育成
にも携わっている。
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　慣れてきたら、４本の指の弾く順番をパズル

のように入れ替えて様々なパターンで弾くと、

さらに効果的です。右手もオルタネイトのピッ

キングをアップから始めたり、ベースの 2 フィ

ンガーを違う指から始めたりすると、右手の自

由度を増す練習になると思います。

　符割りは 4 分音符のメトロノームに対し　て、

4 分音符、8 分音符、16 分音符、3 連符など、

レベルに応じて複数行うと良いでしょう。応

用編として、2 拍ごとに 4 分音符→ 8 分音符

→ 16 分音符→ 3 連符という具合に符割りを変

化させたりするとリズムに対しての柔軟性が養

われます。

　すべてに言えることですが、体のどこかで必

ずリズムを取りながら弾くことが大事なポイン

トです。レベルによって、例えば、初心者は片

足で、経験者は両足で交互になど、変化を付け

ても構いませんが、最終的には体全体でリズム

を感じながら弾けることが目標です。リズムを

取る足は弾くことに支障がない程度になるべく

大きく取るようにしてください。リズムの取り

方が小さいと、リズムのズレを自覚症状として

感じにくくなります。初心者でテンポについて

いけない生徒がいたら、テンポを倍で取るなど、

確実に行えるようにアレンジしてみてください。

　「スケールを覚える」ということに限って言え

ば、いきなり楽器を使って練習するのはあまり

オススメしません。譜面を見ながら運指練習を

していると、途中で譜面から目を離した途端に、

どこを弾いているのかわからなくなるからです。

まず指板上のポジションを「形」として目で把

握するという意味で、指板の白地図を作って、

スケールの音の位置を記入しましょう。6 弦と

5 弦（ベースは 4 弦と 3 弦）は音名で書き、と

りあえず他は黒丸でも OK です。ルート（1 度、

スケールの出発点となる音）で使用することが

多い低音弦の指板の音をこの機会に一緒に覚え

てしまいましょう。

　半音進行での運指練習の次は、半音と全音で

隣り合う部分を両方持つダイアトニック・スケ

ールで行います。基本のスケールである「C メ

ジャースケール」は調号（♯や♭）がないので

指板の音を覚えやすく、完璧にマスターすれば、

アベイラブルノート・スケール（コード上でメ

ロディーに使うことが可能な音を音階として表

したもの）をすべて網羅することができるので、

最適です。

　今回のメカニカル・トレーニングではスケー

ルを覚えるというよりは、そのポジションを使

って練習することがメインになるので、必ずし

もルートから弾き始めるわけではありません。

したがって聴感上、メジャースケールには聴こ

えないので、注意してください。白地図に書い

た C メジャースケールを 5 つのブロック（図 2

～ 6、ベースの場合は 3 弦～ 6 弦がベースの

1 弦～ 4 弦に相当します）に分け、それを地図

に記入させてください。これを 1 つずつ練習し

ていき、最終的にはブロック A から順次、続け

て弾けることを目指します。ポイントは始める

音をしっかりと確認してから弾くことです。各

ブロックを覚えることでフレーズの幅が広がり、

将来的には他のスケールにも対応できるように

なります。このエクササイズはクロマチック・

スケールの時よりも運指に規則性がないため、

右手と左手の動きをしっかりと意識して行わな

いとバラバラになってしまうので、注意してく

ださい。レベルを見ながら、でき具合によって

はテンポをクロマチック・スケールの時よりも

遅くして、より確実に行いましょう。

　メカニカル・トレーニングは「指板を指で押

さえる」「弦を弾く」という単純なことがどれだ

けスムーズにできているか、がとても重要にな

ります。これらのことは体に覚えさせる以外に

方法がないので、毎日少しずつでも良いので、

行ってください。はじめはなかなか思うように

弾けないと思いますが、続けることが最も大切

です。演奏する前に行うとウォーミングアップ

にもなるので、腱鞘炎などの予防にもなります。

楽器を弾かずに白地図を書いて
まずスケールのポジションを覚える

Cメジャースケールを使った
エクササイズ

図1　ベースの場合は5フレットからでもOK

図4　Cメジャースケール　ブロックC

図2　Cメジャースケール　ブロックA

図5　Cメジャースケール　ブロックD

図3　Cメジャースケール　ブロックB

図6　Cメジャースケール　ブロックE

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法
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　歌はただ何度も反復して歌っているだけでは

上達しません。特にテクニカルな面では、歌の

基礎的なスキルがないと様々に応用していくこ

とは難しくなります。それは、野球で直球が投

げられないと変化球が投げられないのと同じで

す。近年の中高生が好むロックやポップスの流

行歌は、応用的な歌唱力が必要となる曲が多く

なってきています。まずは、しっかりとした基

礎を身につけましょう。

　第 3 回では「発声の基礎練習」に関して記し

ましたが、今回はもう 1 つの基礎である「音程

の練習」について記していきます。歌は、発声

がしっかりできていたとしても、実際にメロデ

ィーを歌った時に音程がズレていては意味があ

りません。ギターやベースの場合は、メカニカ

ルに指板の押さえる場所（キーボードは鍵盤の

場所）を覚えれば、音程を外すことはありませ

んが、ボーカルは「声」で音程を操作しなけれ

ばなりません。ボーカリストが最も音程の練習

をしなければいけないパートだと言えます。

　例えば、カラオケにガイドメロディーが入っ

ていると、苦手なメロディーが少し歌いやすく

なります。しかし、これはガイドメロディーを

聴いて後から追いかけて歌っているだけなので、

ちゃんとメロディーを歌えているとは言えませ

ん。本来は、伴奏を聴きながら自分自身の身体

の中にメロディーの変化を感じ、タイミング良

く音程をコントロールできることが理想です。

歌のメロディーと伴奏とのハーモニーをしっか

りと感じて歌えるようになれば、「音程がとれな

い」「高い音域から低い音域に一気に変わるメロ

ディーを歌えない」「複雑なメロディーを歌えな

い」といったような悩みが解決します。まずは、

簡単でシンプルな練習から行って、音程をコン

トロールするための基礎力を上げましょう。

　基本的に、楽曲のメロディーは「スケール（音

階）」から作られています。スケールとは、一定

の法則に従って並べられた音の列のことで、一

番シンプルで基礎的なスケールは「メジャース

ケール（長調）」です。「ドレミファソラシド」

というスケールのことを、ポピュラー・ミュー

ジックでは「ド（C）」から始まるスケールなの

で「C メジャースケール（ハ長調）」と言います。

この誰でも知っている基本的なスケールをきち

んと発声することは意外と難しいものです。理

由は 8 つの音の差が均等ではないからです。C

メジャースケールの場合、ミとファ、シとドは

半音離れていて、他の音は全音（半音 2 つ分）

離れています。この音の差がしっかりと身体に

染み込んでいないと音程はとれません（譜例 1）。

さらには、「音の立ち上がり」や「音の切り替え」

などをかなり正確に（ピアノの音のように）で

きないと、マイナースケール（短調）やキー（調）

を変えた他のスケールに対応することは難しく

なります。最初は 1 オクターブのシンプルなメ

ジャースケールで、音程をしっかりと発声する

練習をとことん行いましょう。

　ちなみに、スケール練習の前には必ず発声練

習を取り入れてください。しっかりとした腹式

呼吸での正しい発声ができていないと、スケー

ル練習も意味がありません。

　小さなシンセサイザーやスマートフォンのア

プリなどでも構わないので、ピアノの音が鳴る

物を用意してください。音程をしっかりと確認

できるように、できればスピーカーなどにつな

いで生徒の皆さんの声よりも大きくピアノの音

が出るようにしてください。

　まずは、ピアノの「ド」の鍵盤を弾いて、そ

の音に合わせて発声します。いきなり地声では

なく、発声練習の時と同じようにリップロール

（第 3 回参照）で「1、腹式呼吸」「2、音程」「3、

音の立ち上がり」「4、声の太さ」を確認しなが

ら集中して行ってください。ドの次は、レ、そ

してミ、ファ、ソ、ラ、シ、ドを 1 音ずつ同じ

ように 1、2、3、4 を確認しながらリップロー

ルで発声します。それぞれの音程が確認できた

ら、メトロノームに合わせて「ド→レ→ミ→フ

ァ→ソ→ラ→シ→ド」と続けた上昇形と、「ド→

シ→ラ→ソ→ファ→ミ→レ→ド」という下降形

で、Cメジャースケールの音程の差を練習します。

その後、リップロールではなく地声の発声で同

じことを行ってください。

メロディーは
「スケール」からできている

基本的な「スケール」の練習で
「音程」の基礎力を高める

第5回「スケール練習・ボーカル編」

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習
伊丹谷良介　
国内外でライブ活動を行う。著書「バンド・ボ
ーカル読本」を発売し、近年はソロ活動やコラ
ボ、はたけ（シャ乱Q）とのHATAKE BANDの
リード・ボーカリストとしても活動中。
http://www.Itamiya.net
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　スケールには、大きく分けるとメジャースケー

ルとマイナースケール（短調）があり、基本的に

楽曲はこのどちらかを基準としてできています。

メジャースケールと一緒にマイナースケールにも

挑戦してみてください。例えば、C マイナースケ

ール（ハ短調）の音は「ド、レ、ミ♭、ファ、ソ、

ラ♭、シ♭」になり、メジャースケールと比べる

と 3、6、7 番目の音が♭（半音下がる）していて、

8 つの音の幅が変わります。同じように 1 つ 1

つの音を確認しながら行ってください。

　慣れてきたらスタートの音を変えて、レ（D）

から始まる D メジャースケール「レ→ミ→ファ

♯→ソ→ラ→シ→ド♯→レ」、ミから始まる E メ

ジャースケール、その後はファ（F）、ソ（G）、

ラ（A）、シ（B）の各メジャースケールとマイ

ナースケール（それぞれ 3、6、7 番目の音を♭

させます）を練習してみてください。男子と女

子が混在している場合は、どちらかをオクター

ブ上（あるいは下）で行っても構いません。

　基本的なスケールの発声がしっかりとできた

ら、一歩進めた基礎練習として「スケール・シ

ンギング」を行うとさらに効果的です。スケール・

シンギングには「ステップワイズ」と「リープ」

があります。ステップワイズとは、ドとレ、レ

とミ、ミとファ…など、スケール上の隣にある

音を交互に発声する練習法で、リープは、ドと

ソ、レとラ、ミとシ…と、離れた音を交互に発

声する練習法です。これらは、2 つの音の差を

きちんと発声できるようにする練習として効果

があります。自然に発声できるようになるまで

いろいろな音域で練習してください。スケール・

シンギングを地道にやっていくと、必ず苦手な

音程やリープが見つかります。苦手な音だけを

重点的に練習することで、難しい音程を克服す

ることができたり、自分の声や歌が最も上手に

聴こえる、自分に合ったキーの曲や歌い方が見

つかるようになります。少し苦手な音が出てき

たら、先にリップロールで発声してから地声で

行うと上達のスピードが速くなります。

　大事なことは、なんとなくではなく集中して

行うことです。スケール・シンギングを 1 人ず

つレコーダーで録音して聴き返すなど、1 つ 1

つ丁寧に行ってください。ギタリストのチュー

ニングメーターやチューナーアプリを使った「音

程を一致させる訓練」も、ゲーム感覚で楽しく

行えると思います。

　ボーカリストは人数が多いと思うので、和音で

音程の練習をするのも良いでしょう。基本的な

和音は 3 声の「トライアド」です。メジャーコ

ード（C メジャーならド、ミ、ソ）とマイナー

コード（C マイナーならド、ミ♭、ソ）で、和

音感をつかむための練習をしましょう。例えば、

A さん、B さん、C さんの３人 1 組、もしくは

A グループ、B グループ、C グループの 3 組に

分けて、A が「ド」、B が「ミ（マイナーならミ

♭）」、C が「ソ」を発声します。自分が出して

いる音が他の人との 3 声の中で鳴っている意識

が持てるようになるまで練習しましょう。曲の

伴奏がメジャーで鳴っているのか、マイナーで

鳴っているのかが自然と聴き取れるようになり、

伴奏のコード感を聴きながらメロディーを歌え

るようになります。

　全体練習としてのエクササイズではないのです

が、音程を安定させるためには「メロ譜を書く」

ことと「楽器に触れる」ことが近道となります。

これらは両方ともボーカリストが苦手とするとこ

ろで、自分からは避けて通ることが多い部分です。

　まず「メロ譜を書く」ことは、自分が発声する

音が何の音なのか、前後の音とどのぐらい差があ

るのかを把握することに効果があります。本来は、

正式な譜面の書き方にしたがって音符の長さや休

符もキチンと五線紙に書いていく方が望ましいの

ですが、初めのうちは自分の歌いたい曲（今取り

組んでいる曲）のメロディーの音程を五線紙に書

き込んでいくだけでも構いません。

　また、基本的にはボーカリストは楽器の演奏

ができなくても良いのですが、メロディーの音

程を知るためには楽器に触れることが一番です。

ほとんど演奏できないレベルの、メジャースケ

ールやマイナースケール、あるいはトライアド

が弾けるだけでも十分です。楽器に触れて音程

を探ることで、音を聴いて自分が発声するため

の相対音感も良くなり、最低限の音楽知識も身

につきます。まったく楽器に触れたことのない

生徒さんには、少し楽器に触れる機会を多くす

るように指導してあげてください。お勧めは、

すべての楽器の基本であるピアノです。

　ボーカリストは、なかなか自宅で練習ができ

ないと思うので、「メロ譜書き」と「楽器に触れる」

ことをさせていくことによって、音程をとる基

礎的な土台ができていきます。そういった土台

作りと共に、部活動で全体練習をすることで効

果はさらに上がります。

「スケール・シンギング」の練習
で苦手な「音の差」を克服する

基礎的な「ハーモニー」の練習で
「和音」の感覚を育てる

「メロ譜書き」と「楽器」を
普段から行うことで土台を作る

▲譜例1　Cメジャースケールの譜面とピアノの鍵盤の位置

▲譜例2　Cマイナースケールの譜面とピアノの鍵盤の位置

動画撮影協力：宝塚大学 東京メディア芸術学部

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法
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　軽音楽部でキーボードを担当する生徒の中に

は、小さい頃からピアノやエレクトーンを習っ

ていた経験がある人が多いように思います。譜

面の読み書きができて、鍵盤である程度音楽を

奏でられる、発表会の舞台に立った経験もある

…など、軽音楽部に入部して初めて楽器に触れ

る生徒に比べると大きなアドバンテージであり、

キーボードは経験者と初心者の差が他のパート

よりも大きいのではないかと思います。今回は、

初心者向けのメニューを紹介しますが、ピアノ

経験者にとっては小さな頃から行っていること

でもあると思うので、そういった生徒は「指導役」

にまわってください。他人にものを教えるとい

うことは、自分自身にとって勉強になります。

　さて、今回は、主に鍵盤をスムーズに弾ける

ようになるための「運指」にスポットを当てた

エクササイズ・メニューになります。音楽には、

スケール（音階）にもコード（和音）にも「メ

ジャー」と「マイナー」の 2 種類がありますが、

キーボードの全体練習としては「メジャー系」の

みを使って行えば十分だと思います。また、ポ

ピュラー・ミュージックでは左手の活用頻度が

比較的低いので、初心者が多い場合は右手だけ

でも構いません。

　ピアノの練習においては、両手の指に親指か

ら小指に向かって 1、2、3、4、5 と番号をつ

けていきます。キーボード担当の生徒への指導

に役立つと思いますので、ピアノの経験のない

先生も、この機会にぜひ覚えておいてください。

　メジャースケールは「シャープ系」と「フラ

ット系」に分かれます。譜面に表す時に、シャ

ープを使うか、フラットを使うかというだけで

す。シャープ系のメジャースケールを右手で弾

く場合は、1 番目と 4 番目の音を「1 の指（親

指）」で弾きます。「C メジャースケール（ハ長調）」

を例にすると、親指で弾く音は C（ド）と F（ファ）

になります。その結果、3 つと 4 つの「かたまり」

として捉えることができ、「ドレミファソラシド」

と上昇して弾く場合の運指は、親指から始まっ

て「12312345」、「ドシラソファミレド」と

下降する時は、小指から「54321321」とな

ります。この規則性と「形」が理解できたら、C

メジャースケールを 2 オクターブで上下します。

運指をスムーズに行うために少し指使いが変わ

るので注意してください（図 1）。指を入れ替え

る場所と指の種類を意識して「3、4、3、4 ～」

と頭の中で数えながら弾くとやりやすいと思い

ます。

　慣れてきたら、メトロノームを使ってリズム

の中で行いましょう。最初は 4 分音符で、次に

8 分音符、16 分音符と、だんだん細かくしてい

きます。音数が増える（細かくなる）ことによ

って、音量がバラついたりリズムが崩れること

がないように、テンポキープを正確に演奏する

ことを心がけてください。ポピュラー・ミュー

ジックを演奏する上で、テンポキープは何より

も大事なことなので、指導のポイントにしてく

ださい。

　余裕があれば、他のメジャースケールでも行

って欲しいのですが、C メジャースケール以外

はシャープが付いて黒鍵を弾く音があるので注

意してください。

　右手の次は「左手」です。左手の運指は右手

と異なり、5 の指（小指）から弾き始めること

になります（図 2）。右手の時と同じように、C

メジャースケールで指を入れ替える場所と指の

種類を確認しながら弾いてみましょう。慣れて

きたら、こちらも右手と同じようにメトロノー

ムを使って 2 オクターブを上下する練習をしま

シャープ系メジャースケールの
右手の運指練習

シャープ系メジャースケールの
左手の運指練習

▲図1　Cメジャースケールの右手の運指（2オクターブ）。◯で囲った数字は指の入れ替え場所

▲図2　Cメジャースケールの左手の運指（2オクターブ）。◯で囲った数字は指の入れ替え場所

第6回「キーボード基礎練習」

基本を笑う者は基本に泣く！みんなでできる基礎練習
竹中啓一　
Queenのトリビュート・バンド「Gueen」の
key。柳ジョージ最晩年の全国ツアーでバンマス
を務める。現在放映中のNHKアニメ「おじゃる
丸」のED曲「プリン賛歌」の作曲者。
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しょう。

　右手と左手を別々にそれぞれ練習したら、両

手同時に行います。ピアノ未経験者にとっては

少し難しいかもしれませんが、キーボードを弾

くための基礎的な運指なので頑張って地道に練

習してください。

　キーボードの全体練習としては、シャープ系

メジャースケールだけでも十分ですが、応用編

として「フラット系メジャースケール」の練習

方法も説明しておきます。フラット系のメジャ

ースケールを右手で弾く場合は、親指からスタ

ートしないことが多くなります。しかし、規則

性の 1 つとして、F と C に親指を置くことが基

本です。Fの位置に親指を置くと、人差し指、中指、

薬指が黒鍵を自然な形で弾くことができます。

指を置く位置の確認ができたら、F の音をスター

トにして「F メジャースケール」を弾いてみまし

ょう。F メジャースケールは、B（シ）の音がフ

ラットするので、4 の指（薬指）が黒鍵の B ♭

を押さえることになります（図 3）。2 オクター

ブ弾く場合は、オクターブ上の F の音を 1 の指

（親指）に変更します。シャープ系メジャースケ

ールとは逆に、4 つと 3 つのかたまりになって

いることを意識しましょう。

　次は「左手」です。左手の場合も同じように F

をスタートにして小指から弾いてください（図

4）。今度は 2 の指（人差し指）で B ♭の音を弾

くことになります。2 オクターブの場合は、オ

クターブ下の F の音を 1 の指（親指）に変更し

ます。スムーズにできるようになったら、メト

ロノームを使って両手同時に行ってみましょう。

　ポピュラー・ミュージックは、「コードの音楽」

と言われるほど「コード」に重要性があります。

しかし、譜面に書かれたコードをどうやって押

さえるのか、どのように演奏したら良いのか…

ということに「これだ！」という正解はありま

せん。しかも、楽曲のテンポやボーカルの声域、

他の楽器との音域などを、演奏しながらリアル

タイムに考えて演奏する必要があります。そう

いった意味では、ポピュラー・ミュージックには、

譜面に書かれたことを再現する部類の音楽とは

違った難しさがあり、1 つのコードネームに対

してどれだけ多くの押さえ方ができるかという

知識とセンスが大切になってきます。

　その手助けとなりコード練習の基礎となるの

が「転回形」です（譜例）。転回形とは、「基本

形」の構成音のボイシング（音の積み方）を変

えていったものです。練習方法としては、最初

に基本形の構成音を確認して弾き、そのあと続

けて 4 つの転回形を順に押さえていきます。ス

ケールの時と同じように、メトロノームを使っ

てリズムの中で練習するようにすると良いでし

ょう。メトロノームに合わせながら、迷うこと

なく転回形を順番に弾けるかがチェックポイン

トです。これを左手で行うこともさらに効果的

ですが、初心者などで難しい場合は右手だけで

も構いません。

　コードの構成音を理解できているのであれば、

他のメジャーコードでも同じように練習してみ

てください。基本形を押さえる鍵盤の位置を視

覚的に把握できると、指の動きの迷いが軽減さ

れるので、まずは基本形でしっかりと鍵盤の配

色パターン（白鍵と黒鍵）を頭に入れましょう。

この配色パターンを覚えておくと、マイナーコ

ードもスムーズに押さえることができるように

なります。

　余裕があれば、黒鍵をルート音とする、主に

フラット系のコードである D ♭、E ♭、A ♭、

B ♭、G ♭の各メジャーコードも、同じように

形を分類して視覚的に把握しながら練習してみ

てください。また、鍵盤パートが何人かいる場

合は、誰かがリーダーとなり、リーダーがコー

ドの基本形を弾き、他の人がそのキーのスケー

ルを 1 オクターブ（慣れてきたら数オクターブ）

で往復して弾く、あるいは転回形を弾くといっ

た、グループ練習も効果的だと思います。

 第１回　リズム・トレーニング初級編

 第２回　リズム・トレーニング上級編

 第３回　みんなでやる発声練習

 第４回　スケール練習 ギター・ベース編

 第５回　スケール練習 ボーカル編

 第６回　キーボード基礎練習

みんなでできる基礎練習の方法

フラット系メジャースケールの
運指練習

コードのいろいろな押さえ方を
習得する練習

▲図3　フラット系メジャースケールの右手の運指

▲図4　フラット系メジャースケールの左手の運指

▲譜例　Cメジャー・コードの基本形と転回形。ゆっくりなテンポから始めてください
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　クラシック音楽は「再現の音楽」と言われて

います。楽器を演奏する人は、作曲者やコンダ

クター（指揮者）の指示通りに音楽を再現する

ことが求められます。部活動でいうと、吹奏楽

部やコーラス部はこのクラシック音楽のスタイ

ルです。演奏したり歌っている楽曲は、ジャズ

のスタンダードだったり最近のヒット曲だった

りしますが、プレーヤーが指揮者の指示や譜面

通りに演奏するというスタイルは、まさにクラ

シック音楽の作り方と同じです。

　軽音楽部は、その名の通りクラシック音楽と

は別の「ポピュラー・ミュージック（軽音楽）」

を土台にした部活動です。いろいろと違いはあ

りますが、最も大きな違いは「部員が楽曲を作る」

ということです。ポピュラー・ミュージックの

プレーヤーは、作詞作曲をすることがごく当た

り前なので、皆さんも軽音楽部に入部したりバ

ンドを組んだ先には「いずれオリジナル曲を作

る」と普通に想像していると思います。ここが

他の音楽部と軽音楽部の違いです。学校によっ

て例外はありますが、基本的に吹奏楽部やコー

ラス部の部員がオリジナル曲を作ることはあり

ません。

　軽音楽部は、その活動自体がクリエイティビ

ティに溢れています。クラシック音楽が「再現

の音楽」なのであれば、ポピュラー・ミュージッ

クは「創造の音楽」なのです。

　この世になかったものを新たに生み出すこと

は、とても素晴らしく凄いことです。1 を 2 に

膨らますことも大変ですが、0 から 1 を生むこ

とはそれよりも何十倍も特別なことです。軽音楽

部の活動では、歌詞やメロディーを生み出すだ

けではなく、コード進行や各パートのフレーズ、

いろいろなバンド・アレンジ、ステージでのパ

フォーマンスなどを自ら考えています。さらに、

それを個人ではなく、バンドという単位のグルー

プでコミュニケーションを取りながら行ってい

ることは、他の部活動にはない、とっても凄い

ことなのです。

　そんな軽音楽部には他の部活動にはない課題

があります。それは「自分たちの作品は自分た

ちでしっかりと管理しなければならない」とい

う点です。何かを創作した時に最も大事なこと

は「その作品はその人の

オリジナルであり、他の

誰のものでもない」と

いうことです。「著作権」

という言葉を聞いたこ

とがあると思います。著

作権なんてプロのアー

ティストの世界のこと

で、自分たちには関係

のない話だと思ってい

る人がほとんどだと思

いますが、何かを創作

したということにプロ

フェッショナルもアマチュアありません。皆さ

んがオリジナル曲を作った場合、その楽曲が作

られた瞬間に、その作品は皆さんの著作物であ

り、皆さんが著作者となるのです。

　何だかおおげさな話になってきましたが、自分

たちのオリジナル曲は自分たちでちゃんと管理

していこうということです。皆さんにはオリジ

ナル曲が自分のものだという「権利」がありま

すが、無防備にしすぎていると誰かに盗まれた

り…なんてことにもなりかねません。高校生の

うちからこれほどクリエイティブなことを行っ

ている部活動は珍しいので、学校側ももっと皆

さんの権利を護ることを考えなければいけませ

んが、その前にまず自分が生み出した作品は自

分で護るという気持ちが必要です。

　逆を言えば、皆さんが普段よく聴いているアー

ティストの楽曲も、当然誰かが創作したものな

ので著作権があります。お互いにこの世に生み

出した作品には敬意を表して、創作物の権利を

守っていきましょう。

　次回は、皆さんが作ったオリジナル曲の権利

をどうしたら護れるか、というお話です。

「再現」と「創造」の違い

「創作物」が持つ権利

創作物の権利を守ろう！

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 1 回　軽音楽部はクリエイター
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　皆さんのクラスにマンガを描くのが得意な友

達はいませんか？　絵やイラストがうまく描け

ない人からすれば、それはもう神業のように感

じられますが、マンガはただ絵がうまいだけで

描けるものではありません。ストーリーやキャ

ラクターを作ってセリフを考えたり、アイデア

をより良く見せるためのテクニックや表現方法

を身につける努力が必要です。

　それはまさに、軽音楽部の活動でオリジナル

の楽曲を作ることと同じです。試行錯誤しなが

ら歌詞やメロディーを創作するということは、

友達が描いたマンガと同じように、今までこの

世になかった作品を新しく生み出すということ

であり、とてもすごいことなのです。

　日本では、何かオリジナルなものを創作した

場合、同時に「著作権」が自動的に発生します。

「その作品はその人だけのものであり、他の誰の

ものでもない」という権利です。登録などの手

続きは一切必要ありません。作品を創作すれば、

子どもでも大人でも、プロでもアマチュアでも

関係なく著作権は発生し、著作者の死後 50 年

が経過するまで保護されます。

　ポピュラー・ミュージックは、プレイヤーが

作詞作曲をしたり、自分の気持ちや感情を表現

することが当たり前な音楽なので、オリジナル

曲を作るのが特別なことだと感じていない人が

ほとんどだと思います。だからこそ同時に「権

利が侵される危険」に気づきづらく、例えば、

自分の作品が無断で他人に使われてしまうとい

う可能性も出てきてしまいます。

　ニュースを見ていてもわかるように、残念なが

ら、この社会には良識ある大人ばかりではありま

せん。他人が創作した漫画や音楽などを断りなく

使ってお金儲けをしようと企んでいる人もいま

す。そういう人たちの言い分として「多くの人に

見てもらえて、喜ばれるなら良いのでは」という

ものもありますが、勝手に作品を使われたつくり

手からすれば、とても許せるものではありませ

ん。しかし、そんな人たちがいる限り、自衛の策

を考えておくことも必要です。無防備すぎるのも

そういった人たちを近づけてしまう原因になりま

す。皆さんが一生懸命に

作った作品の権利や創作

者としての権利が侵され

て、勝手に他人のお金儲

けの手段として使われて

しまった…なんていうこ

とにならないように、あ

とで自分が無防備だった

からだと後悔しないよう

に、まずはそれぞれが著

作権への意識を高めてい

かなければなりません。

また、それは軽音楽部全

体で考えていく問題でも

あります。

　録音＆録画が簡単にできるようになった現代

では、ライブの演奏を学校の資料用に撮影した

り、保護者の方が記念に撮ってくれていること

もあると思います。しかし、不特定多数の人が

出入りできる会場の場合、誰が学校関係者で誰

が保護者か区別はつきません。それこそマンガ

の中の話のようですが、演奏されたオリジナル

楽曲を聴いた人が勝手に CD 化して発売してし

まう…なんてことも絶対にないとは言い切れま

せん。勝手にインターネットの動画サイトにアッ

プロードされた映像を見て、という場合もある

でしょう。そうならないために、ライブを行う

時は録音・撮影の係をきちんと決めたり、事前

にお客さんに無断撮影は禁止だとインフォメー

ションするなどの対策を取りましょう。

　学校によっては、イベントや文化祭などでオ

リジナル楽曲の音源をまとめた CD や歌詞カー

ドを配布するケースもあるようですが、必ず「無

断複製の禁止」などの注意書きを添えておきま

しょう。それだけでも意に沿わない使われ方を

されないための防御になります。

何かを生み出すことはすごいこと

創作物は著作物

部活動として対策を練ろう

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 2 回　自分の作品は自分で守ろう！
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　音楽は今や当たり前のように私たちの周りに

あって、日々の生活に潤いを与えてくれる大切

な存在です。しかも、気軽に音楽を聴いたり、

作れてしまう現代では、音楽は私たち一般大衆

のものだと言うことができると思いますが、こ

んな風に私たちが音楽に親しめるのは、長い歴

史から見れば、ごく最近のことなのです。

　クラシック音楽は、キリスト教の繁栄ととも

にヨーロッパ中に広がって、15 世紀に花開き

ました。しかし、楽器を購入したり、演奏する

ことは今よりもはるかに特別なことだったと思

います。当時、活版印刷が発明されたのですが、

「楽譜」という唯一の記録媒体は王侯貴族が独占

していて、音楽は貴族や上流階級のものでした。

反面、王侯貴族らの独占が楽譜の勝手なコピー

の防止になっていた、とも言えます。

　19 世紀になって、アメリカで新たな音楽であ

る「ポピュラー・ミュージック」が芽吹いてく

ると、ニューヨークに楽譜出版会社が集まって

一般大衆向けに楽譜を販売したり、ミュージッ

ク・ホールで音楽を聴かせるようになりました。

この頃には録音技術も成熟して、「レコード」と

いう形で音楽が販売されたり、「ラジオ」が普及

することにつれて、音楽はやっと私たち一般市

民のものとなったのです。

　しかし、誤解してはいけないのは、あくまで

も「楽曲はその楽曲を作った人のもの」だとい

うことです。現代のように誰でも音楽が自由に

聴ける時代になったとしても、「創作された作品

はその作品を創作した人だけのもの」という原

則は変わりません。音楽は皆のものですが、楽

曲はその作者のものなのです。

　ポピュラー・ミュージックの原点でもある「ブ

ルース」という音楽は、西洋の音楽理論や楽器の

奏法にとらわれない、自分の言いたいことや感じ

たことを表現する音楽です。中でも「トラディ

ショナル・ブルース」は、歌詞の主語が「私」で

あることが基本でした。クラシック音楽の様式に

こだわらないブルースマンたちは、歌を歌うこと

も楽器を演奏することも自由に自分たちで行いま

した。オリジナル曲を作り、自ら歌い演奏するこ

とは、音楽が一般大衆化

した最も大きな要因かも

しれません。

　また、「マイクロフォ

ン」や「PA システム」

の発明によって、かつて

歌はオペラ歌手のよう

に大勢に向かって地声

で朗々と歌うのが普通

だったのが、目の前の人

にささやくように歌っ

ても聴こえるようにな

りました。そうした理由

から、歌詞の対象が「皆

さん」から「あなた」になっていったのです。

　楽曲を創作するだけではなく、録音したり CD

などのパッケージにしたり、全世界に配信する

ことも簡単にできるようになった現代では、昔

にはなかった問題も生まれています。自作した

楽曲が配信やストリーミングで気軽に多くの人

の目や耳に触れるのはとても嬉しいことですが、

MP3 などのデータファイルのやり取りが簡単に

できるようになったことで、作者の許可なく勝

手に使用されたり、違法にコピーされたりする

ことも増えています。これは音楽だけではなく、

映画やドラマなどの映像、小説やマンガ、イラ

ストのような著作物全般が抱える、現代の大き

な問題です。

　今や、パソコンやインターネットの普及によっ

て音楽の大衆化が進んでいますが、進みすぎて「音

楽は一体誰のものなのか」がわからなくなってし

まっているような気がします。技術の進歩や時代

の進化は素晴らしいことですが、作者の権利が侵

害されやすくなっていることも事実です。音楽に

携わることが多い軽音楽部の皆さんは、そういっ

たことを理解した上でオリジナル曲の管理や、違

法なコピーなどに注意しましょう。

音楽の一般大衆化の歴史

音楽は「私」と「あなた」に
「現代」が抱える問題

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 3 回　音楽は誰のもの？
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　世界三大発明、あるいはルネサンスの三大発

明と呼ばれるものの 1 つが「印刷」です。実際

には中国で発明され、ヨーロッパに伝来して改

良されました。東アジアでは、紀元前 2 世紀頃

に中国で「紙」が発明され、7 世紀頃には木版

印刷が行なわれていたと言われています。そし

て、11 世紀には陶器活字による印刷、13 世紀

には金属活字による印刷が朝鮮に登場していま

す。ヨーロッパでは、1450 年頃にグーテンベ

ルクによって金属活字を用いた活版技術が発明

され、印刷は急速に広まっていきます。

　印刷技術がなかった時代の複製は「写本」で

した。人の手で書き写していたわけですから、

印刷は大変な発明と言えます。ヨーロッパで印

刷技術が広まっていった経緯には「聖書の普及」

があるようですが、それまですべて手書きで複

製をしていた宗教音楽の楽譜も、音符用の活字

が作られて印刷されるようになります。そのお

かげで楽譜の値段は下がり、発行部数も飛躍的

に多くなったと言われています。空気の振動で

ある音楽に形はありません。録音技術のなかっ

た時代には、音楽を保存して伝えるための唯一

の手段が「楽譜」だったのです。時が経って 18

世紀になると、音楽の大量消費が始まり、印刷

楽譜の需要が増えました。一般民衆が自由に音

楽を聴いたり演奏できるようになってきた時代

です。フランスで市民の権利が叫ばれるように

なると、「著作者の権利」も問われ、保証される

ようになりました。

　現代でも楽譜は印刷して販売されていますが、

データという形でダウンロードすることもでき

るようになりました。中世ヨーロッパとは状況

がまるで違いますが、現在でも当然ながら楽譜

には著作者の権利があります。なぜなら、今も

昔も楽譜には作者が創作した「作品」が書かれ

ているのですから…。民主主義の世界に生きる

私たちにとって、楽譜にある著作者の権利を守

ることはとても大事なことなのです。

　技術の進歩にともなって、音楽がデータ化され

るようになった現代でも、軽音楽を演奏する私

たちにとって楽譜は未だに重要なアイテムです。

市販のバンド・スコアやインターネットのサイ

トを見てフレーズをコピーすることも多いと思

いますが、すべてのパー

トが段譜になっている

楽譜は、実はバンド練習

に向いていません。楽器

を演奏しながらページ

をめくることも大変だ

し、自分が今どこを読ん

でいたのかを見失って

しまいがちだからです。

楽器やバンドの経験が

増えて、耳でコピーで

きるようになってくる

と、バンド・スコアをど

んどん使わなくなっていきます。面白いことに、

楽器や譜面に慣れていない初心者ほど、バンド・

スコアを見ながら演奏してしまうのです。

　バンド・スコア自体を否定しているのではあ

りません。バンド・スコアは、みんなで合わせ

る前の段階の個人練習時に使うべきものです。

バンドで練習をする時に、段譜になっている楽

譜を見てはいけません。ないと不安だという人

は、購入したバンド・スコアから自分のパート

だけを抜き出して「パート譜」を作りましょう。

自宅などでの個人練習で使うのであれば「私的

複製」にあたり、著作権法上の問題は生じません。

コピー機で複製したものを切り取って並べ替え

ても良いし、自分でノートに書いていくのも良

いでしょう。本当は五線紙を使って、コード・ネー

ムなどと一緒に書き出していくのがベストなの

ですが、できる範囲から始めてみてください。

　楽譜だけではありませんが、現代はインター

ネットの普及によって、様々なものを無料で見る

ことができてしまいます。しかし、著作者の権

利を考えていなかった時代に逆戻りしてしまっ

てはいけません。音楽は創作物であり、楽譜に

も著作者の権利がある、ということをあらため

て認識して音楽に親しみましょう。

「印刷」と「楽譜」の歴史

バンド・スコアの正しい使い方

時代を逆戻りさせてはいけない

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 4 回　楽譜にもある音楽ライツ
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　世の中には音楽が溢れています。それは、ス

マートフォンの中やコンサート会場だけではな

く、コンビニやスーパーをはじめとした様々な

店舗や商店街、駅の構内、病院の待合室、レス

トラン…など、街のいたるところから音楽が聴

こえてきます。また、ドラマや映画、アニメな

どを思い出してみてください。主題歌だけでは

なく、悲しい場面には切ないメロディーが、戦

闘シーンでは勇ましい音楽がその場面を盛り上

げています。バラエティー番組やテレビ・コマー

シャルなどでも、よく聴けばいろいろな音楽が

流れていることに気がつくでしょう。

　音楽とは、いわゆる「楽曲」として販売され

ているものだけではありません。駅のホームの

発車メロディー、コンビニの入店時に鳴るメロ

ディーにいたるまで、それらはすべて「音楽」で

あり、誰かが作ったものです。あまりにも日常

過ぎて考えたことがないかもしれませんが、スー

パーに流れている音楽も、ニュース番組で流れる

音楽なども、すべて「作品」です。アーティス

トの楽曲や主題歌として書き下ろされた楽曲は、

著作者がいることをすぐに想像できると思いま

すが、前述した生活の場で流れる音楽も、当然

誰か音楽家が作った「著作物」なのです。「ミュー

ジシャン」というと、メジャー・アーティスト

ばかりを思い浮かべがちですが、知名度だけが

クリエイターの物差しではないということです。

　皆さんの中には誤解している人がいるかもし

れませんが、「著作権」というものは、人が何か

作品を生み出した瞬間に発生するものです。作っ

たものに対する「権利」と言われると、なんと

なく「特許」や「商標」などのように、どこか

に登録をしないと権利が発生しないものという

イメージがあるかもしれませんが、それは間違っ

た認識です。例えば、プロ・ミュージシャンで

はない皆さんが作ったオリジナル楽曲も、新し

く世の中に生まれた作品であり、作った時点で

既に著作権は発生しています。

　プロ・ミュージシャンは「仕事」として音楽

を作ったり、演奏することによってお金を得て

います。プロの料理人がお店のメニューとして

食事を作って売っているのと同じです。プロ・

ミュージシャンは、作品を CD やインターネッ

トでの配信などによって販売し、出荷数や販売

数に応じて複製にかかる「著作物使用料」が支

払われます。いわゆる「印税」と呼ばれるお金

です。

　他にも、録音された音楽がテレビやラジオな

どで放送されたりすると「二次使用料」が発生

します。同じように、皆さんが歌ったカラオケ

の楽曲にも、喫茶店でお茶を飲んでいる時に流

れている音楽にも使用料が支払われています。

お店が支払っているので、その感覚は薄いかも

しれませんが、ミュージシャンが作った「著作物」

を使用する場合には、使用の許諾を得ることと

使用料の支払いは当然のことです。

　下町の中小企業が技術力と努力を実らせて、大

手メーカーに負けない国産ロケット用の部品を

作り上げる…というテレビドラマを見た人もい

るのではないでしょうか。この世に新しいもの

を生み出すということは、努力の末に作られる、

とてもすごいことなのです。

　1980 年代、CD（コンパクト・ディスク）の

登場で音楽がデジタル化され、半永久的に再生

可能で複製しても劣化しなくなりました。そし

て、現代では CD というパッケージではなく、デー

タとしてインターネットで 1 曲ずつ音楽を購入

したり、ストリーミング配信で音楽を聴くよう

になってきています。欧米では既にストーリミ

ング配信は一般的になってきているようですが、

日本でもストリーミング配信がもっと広がれば、

映画や漫画などと共に、音楽を「所有」しない

時代がやってくるでしょう。

　しかし、いかに音楽の聴き方が変わろうとも、

その音楽は誰かが作ったもので、その作り手に

著作権があるということは変わりません。

すべての音楽は誰かの「作品」

「印税」と「二次使用料」

インターネット時代の音楽

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 5 回　音楽における「お金」の話

▲音楽使用料の流れ。JASRAC のホームページより転用

※ JASRAC の管理楽曲の場合
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　文明の発達は人類に何をもたらしたのか…。な

んて、いきなり難しい話から入りましたが、そ

んなに難しいテーマではないので、軽い気持ち

で読んでください。

　有史以来、緩やかにカーブを描いて発展して

きた我々人類の文明は、18 世紀にイギリスで起

きた産業革命以降、急速に発達しました。専門

家によると、成長を表すグラフの線がほぼ垂直

になってしまったくらいだそうです。簡単に言

うと、この 250 年ほどで数千年分の発展をして

いるとのこと。ご存知のように、石炭や石油な

どの資源エネルギーの開発、電気の発明に始ま

るコンピューターやインターネットの発展など

は世界を大きく変えました。

　今年の 5 月には 30 年続いた「平成」が終わり、

元号が新しくなります。10 代の皆さんにとって

は、30 年前のことなんて信じられないくらいレ

トロな世界に感じられると思いますが、例えば、

30 年前はそれまでに発売されていた「レコード」

がどんどん「CD」化されていた時代です。出

かける時には数枚の CD と携帯用の CD プレイ

ヤーを持ち運ぶ人も多く、もっとコンパクトに

したい人は「カセットテープ」や「MD」という

メディアに自分で録音したりしていました。そ

うしなければ、外で音楽が聴けなかったのです。

今のように音楽をダウンロードしたり、ストリー

ミングで聴くようになるなんて、当時は誰も思っ

ていませんでした。スマートフォンはおろか、

携帯電話ですら、ほとんどの人が持っていなかっ

た時代ですからね。

　コンピューターやインターネットが世界中に

広がることになったキッカケの 1 つは「データ

化」です。コピー機やファックスが登場した時

も世界に大きな変革をもたらしましたが、現代

のように写真や書類をデータという媒体で保存

して送受信ができるようになるなんて、30 年前

から考えると、まさに夢のようです。そうやっ

て急速に発展している私たちの文明ですが、逆

に言えば、今後どんな世界になっていくのか想

像もつかず、恐ろしくもあります。

　文明の発達は、言い換えれば「発明」「創作」「イ

ノベーション」の積み重ねだとも言えます。数

えきれない人たちの新たなアイデアと、それを

生み出す努力によって

今の世界があるのです。

その発想と努力に対し

て「権利がある」とみん

なが思ったのも当然で

しょう。著作権を守るこ

とは、その国の文化の

尺度だとも言われます。

国内外問わず、アニメの

キャラクターやバッグ

のデザインなどの違法

コピーに関するニュー

スを聞いたこともある

でしょう。他にも、絵画の贋作や写真に写る人

物の肖像権、特許に関することなどの世間を騒

がす事件も未だになくなりません。

　話を音楽に絞ると、楽曲を作った作曲者、歌

詞を書いた作詞者、音楽としてまとめた制作者、

音楽を世の中に出した出版者、演奏したプレイ

ヤーなどには「この楽曲は自分のものである」と

いう権利があります。しかし、音源も楽譜もデー

タ化によって複製が簡単に、劣化せずにできる

ようになった現代では、まるで便利さと引き換

えに、文明人としての民度を計られているよう

な気さえします。

　創作と複製は軽音楽部の活動に必要不可欠な

ことです。軽音楽部は既存の曲を演奏します。自

分で購入した楽曲を聴かせたり、演奏すること

は問題ありませんが、例えば、メンバー間で音

源や楽譜を無断に複製して配ってはいけません。

もちろん権利者の許可なくお金を取って演奏す

ることも、録音して誰かに売ることも違法です。

学校という教育機関の中では許容されているこ

ともありますが、誰かが作った作品には著作者

の許可や使用料の支払いが必要なのは当然です。

オリジナル曲を作っている人であれば、自分の

作った楽曲が無断で使われていたり、お金を取っ

ているなんて聞いたら、どう思うかを考えてみ

れば、わかると思います。

　「音楽ライツ（権利）」に関する法律は複雑で

難しく、時には堅苦しく面倒臭いルールに感じ

るかもしれません。しかし、著作権は法律であ

る前に、私たちの生活を豊かにしてくれる「文

化の一端」であり、軽音楽部だからこそ大事な

のだということを忘れないようにしましょう。

未来の文明は皆さんが作っていくものなのです

から。

文明の発達とメディアの変化

著作権を守ることは文化の尺度

軽音楽部だからこそ

軽音楽部の活動は好きなアーティストの楽曲をコピーして演奏したり、オリジナル曲を作ったりすることがメインです。何気なく、
当然のように行っていることだと思いますが、気がつかないうちにアーティストの権利を侵していたり、自分の作品が危険な目
にあっている可能性があるとしたら…。そうならないためにも、軽音楽部での「音楽の権利」について、部活動の一環として考
えていきましょう。

高校生のための音楽ライツ入門高校生のための音楽ライツ入門
第 6 回　音楽ライツの現在とこれから
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　軽音楽部では、他の部活動のように「レギュ

ラーと補欠」という図式ではなく、全員がそれ

ぞれバンドというグループに所属して活動しま

す。もちろん、各パートごとに別れて基礎練習

などを行うこともありますが、先輩バンドが後

輩バンドにアドバイスをする、異学年が一緒に

バンドを組むなど、軽音楽部ならではの先輩後

輩の良好な関係が生まれやすく、自然と異学年

の交流が盛んになります。

　また、基本的に生徒の自主性・主体性が不可

欠な軽音楽部においては、今後、部活動指導員

をはじめ外部人材の積極的な参画が進めば、さ

らに教師の負担軽減につながります。顧問の指

導に頼りすぎず、生徒だけでも持続可能な運営

体制が確立されます。

平成 30 年 12 月に文化庁によって策定された「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」は同年 3 月にスポー
ツ庁より策定された「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」に準じています。これらは近年、部活動に関
しての様々な問題に対して検討されたもので、本来、部活動は教育の一環であり、社会人としてのスキルを学ぶためのも
のだという考え方が根底にあります。軽音楽部には、文化庁のガイドラインとの接点を多く見ることができます。その接
点のいくつかを一覧にしてみました。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会 副理事長　辻 伸介

　軽音楽部はバンドごとに活動するため、楽器

の演奏技術向上や合奏することに重きをおきた

い、ライブを行うことや大会に出場することを

目標にしたい、オリジナル楽曲作成やレコーディ

ングを行って音源制作に力を入れたい…といっ

た、多様なニーズに応えることができます。や

り方によっては、期間を設けて様々なことにチャ

レンジしたり、各々が自由に活動を広げること

ができ、部活動への過度な傾注やバーンアウト

することなく、軽音楽という文化芸術活動を続

ける基礎を育みます。

　また、軽音楽部に性別や障害による差別はな

く、メンバー間に活動への温度差が生じたりし

た場合でも、チーム分けを変更すれば、部活動

を継続させることも可能です。

教師の負担軽減と外部人材の参画

合理的、かつ効率的・効果的な
活動と生徒のニーズ

文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

1　適切な運営のための体制整備

（2）指導・運営に係る体制の構築（抜粋）

イ　学校の設置者は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導員の配置状況や校務分担の実態等を

踏まえ、部活動指導員を積極的に任用し、学校に配置する。 （中略）服務 （校長の監督を受ける

ことや生徒、保護者等の信頼を損ねるような行為の禁止等）を遵守すること等に関し、任用前及

び任用後の定期において研修を行う。

ウ　校長は、文化部顧問の決定に当たっては、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑み、教師の

他の校務分掌や、部活動指導員の配置状況を勘案した上で行うなど、適切な校務分掌となるよう

留意するとともに、学校全体としての適切な指導、運営及び管理に係る体制の構築を図る。

カ　都道府県、学校の設置者及び校長は、教師の文化部活動への関与について、 「学校における働

き方改革に関する緊急対策（平成 29 年 12 月 26 日文部科学大臣決定）」及び「学校における働き

方改革に関する緊急対策の策定並びに学校における業務改善及び勤務時間管理等に係る取組の徹

底について（平成 30 年 2 月 9 日付け 29 文科初第 1437 号）」を踏まえ、法令に則り、業務改善及

び勤務時間管理等を行う。

2　合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組

（1）適切な指導の実施（抜粋）

イ　文化部活動の指導者は、（中略）過度の練習が生徒の心身に負担を与え、文化部活動以外の様々

な活動に参加する機会を奪うこと等を正しく理解するとともに、生徒の芸術文化等の能力向上や、

生涯を通じて芸術文化等に親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを十

分に図り、生徒がバーンアウトすることなく、技能等の向上や大会等での好成績などそれぞれの

目標を達成できるよう、分野の特性等を踏まえた合理的でかつ効率的・効果的なトレーニングの

積極的な導入等により、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。 （後略）

4　生徒のニーズを踏まえた環境の整備

（1）生徒のニーズを踏まえた文化部の設置（抜粋）

ア　校長は、学校や地域の実態に応じて、現在の文化部活動が、性別や障害の有無を問わず、生

徒の多様な潜在的なニーズに必ずしも応えられていないことを踏まえ、技能等の向上や大会等で

の好成績以外にも、友達と楽しめる、適度な頻度で行える等、生徒が参加しやすいような多様な

レベルや生徒の多様なニーズに応じた活動を行うことができる文化部を設置する。（後略）

「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」
と軽音楽部の接点
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　軽音楽部は活動の単位がバンドという小さなグループである

ため、他の部活動よりも地域での合同部活動の展開も可能です。

バンド同士の交流はもちろん、互いにメンバーを入れ替えての

セッションなども比較的容易です。それは、コンダクターの指

示や譜面どおりに演奏を再現することが目的ではなく、生徒自

らがコード・ネームを使用したり、創作力を持って演奏するこ

とが多い軽音楽部だからできることです。他パートへアイデア

を出し合ったり、合奏の構築を普段から自主的に行っているか

らこそ可能なことだと言えます。

　また、同じ理由から、地域のお祭りや老人ホームへの慰問、

公共施設での演奏会など、地域との連携が比較的容易です。機

材のセッティングや片付けは大変ですが、ほとんどを電子楽器

で行う軽音楽部では、場所や状況に応じた音量で演奏すること

が可能です。電子ドラムを使用してほぼ無音でライブを行った

り、アコースティック・ギターやカホンを使用して楽曲をイベ

ント用にアレンジすることもできます。自らの演奏を不特定多

数の観客に聴いてもらえるように努力することは、音楽を通し

た文化芸術活動として、とても意義のあることです。

　本ガイドラインは、生徒の視点に立った、学校の文化部活動改革に向

けた具体の取組について示すものである。中学生及び高校生の時期は、

生徒自身の興味・関心に応じて、教育課程外の学校教育活動や地域の教

育活動など、生徒による自主的・自発的な活動が多様化していく段階に

ある。少子化や核家族化が進む中にあって、学校外の様々な活動に参加

することは、実生活や実社会の生きた文脈の中で様々な価値や自己の生

き方について考えることができる貴重な経験となり、幅広い視野に立っ

て自らのキャリア形成を考える機会となることも期待される。また、生

徒が多様な学びや経験をする場や自らの興味・関心を深く追究する機会

などの充実につながるものである。

合同部活動などの取り組みの推進

文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

4 生徒のニーズを踏まえた環境の整備（抜粋）

（1）生徒のニーズを踏まえた文化部の設置

イ　（前略）単一の学校では特定の分野の文化部活動を設けることができない場

合には、生徒の部活動参加の機会が損なわれることがないよう、複数校の生徒が

拠点校の部活動に参加する等、合同部活動等の取組を推進する。また、持続可能

な活動を確保するため、長期的には従来の学校単位での活動から一定規模の地域

単位での活動も視野に入れた体制の構築が求められる。（後略）

4 生徒のニーズを踏まえた環境の整備（抜粋）

（2）地域との連携等

ア　都道府県、学校の設置者及び校長は、家庭の経済状況にかかわらず、生徒が

芸術文化等の活動に親しむ機会を充実する観点から、（中略）地域の人々の協力

や体育館や公民館、美術館・博物館などの社会教育施設、劇場、音楽堂等の文化

施設の活用や芸術文化関係団体・社会教育関係団体等の各種団体との連携、保護

者の理解と協力、民間事業者の活用等による、学校と地域が共に子供を育てると

いう視点に立った、学校と地域が協働・融合した形での地域における持続可能な

芸術文化等の活動のための環境整備を進める。

文化部活動ガイドライン

文化庁ホームページから検索できます。
https://www.bunka.go.jp/index.html
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その楽曲を「演奏」するために必要なことを、メンバー全員でどれだけ

突き詰めて練習してきたか。また、披露できていたかを審査する。単純

に個々の技術を評価するわけではない。

①テクニック -------------------------------------------------------------------------------

　メンバー全員がその楽曲を演奏するための技術をどれだけ習得してい

たか。

◉個人のハイレベルなテクニックは合奏にそぐわなければ評価しない。

　ただし、何もしないことが良いわけではない。

◉コピー楽曲の場合、原曲に忠実かどうかよりも「良い合奏」を目指せ

　ていたかを評価する。

◉オリジナル楽曲の場合、個々のフレーズのアイデアやセンス、オリジ

　ナリティーなどはここでは評価しない。そのフレーズを表現するため

　の演奏技術のみで評価する。

　※部活動は単に技術の向上が目的ではなく、「技術は合奏のため」と

　　いう意識を育てる。

　※選曲やレベルに合ったアレンジなどをメンバーで協力して考える意

　　識を育てる。

②リズム理解 -------------------------------------------------------------------------------

　メンバー全員がその楽曲を演奏するためのリズム（テンポ、グルーヴ

などを含む）をどれだけ理解していたか。また共有、及び披露できてい

たか。

◉全員がリズムの共有をしていたかを評価する。

◉楽曲に合ったテンポで演奏し、全員でテンポ・キープができていたか

　を評価する。

◉原曲に忠実かどうかよりも「良い合奏」を目指せていたかを評価する。

　※各々がテンポ・キープ、リズム・キープをする意識を育てる。

　※音楽にはリズムが伴っていなければならないという意識を育てる。

　※ポピュラー・ミュージックにとって大事な「グルーヴ」への意識を

　　育てる。

　

③セオリー -----------------------------------------------------------------------------------

　メンバー全員がその楽曲を演奏するための音楽的知識をどれだけ習得

していたか。また共有、及び演奏できていたか。

◉個々のフレージングにおいて、キー、構成、和音、コード進行などが

　理解できていたか。

◉コピー楽曲の場合、原曲に忠実かどうかよりもハーモニーとして成立

　していたかどうかを評価する。原曲が音楽理論上、あるいは聴感上、

　音の重ね方などがおかしい場合であっても考慮しない。

◉オリジナル楽曲の場合、コード・アレンジのアイデアやセンス、個々

のフレージングなどのオリジナリティーはここでは評価しない。メン

バー全員の和音への理解を評価する。

　※各パートのフレーズが絡み合って音楽ができているという意識を育

　　てる。

　※キー、スケール、コード、コード進行などの必要最低限な音楽的知

　　識の必要性を育てる。

軽音楽部の大会における統一審査基準（案）
全国学校軽音楽部協会

　１．審査の方向と基本的な考え方について

　2．楽曲のカテゴリーについて

　3．審査項目について①

合奏力

◉軽音楽部の大会は部活動の延長線上にあるため、部活動として「本番

　までにメンバー全員で何を積み上げてきのか」「全員で良いステージ

　を作れたか」を主な審査の対象とする。

◉個々のテクニックや才能よりもアンサンブルを重視し、全員で同じ目

　標に向かっていたかという「チームワーク」や「チームプレー」を審

　査する。

◉将来性、個別のアクシデントや諸事情などは考慮せず、当日のステー

　ジの完成度のみで審査する。個人の楽器トラブルなども場合によって

　は審査の対象とする。

◉軽音楽部はバンド演奏を通じて「コミュニケーション」を学ぶ場でも

　あるので、バンド形態での出場を原則とする。

◉演奏する楽曲がオリジナル楽曲なのかコピー楽曲なのかは問わない。

　ただし、「クリエイティビティー」が特徴である軽音楽部の大会にお

　いては、オリジナル楽曲である方が望ましい。

◉コピー楽曲の場合、審査員がその楽曲を既知かどうかで評価が変わる

　可能性があるため、原曲との違いで評価しない。

◉カバー楽曲の場合、あくまでも「アレンジ」と捉えてオリジナル楽曲

　とは認めない。ただし、アレンジに対するオリジナリティーやクリエ

　イティビティーは審査の対象とする。

◉オリジナル楽曲の場合、審査員の好みによって評価が変わる可能性が

　あるため、楽曲の良し悪しで評価しない。

　※ケースによっては、楽曲の音楽性や良し悪しを通常審査とは別枠で

　　「楽曲賞」を設けることで評価することもある。

愛知県高等学校軽音楽大会、高等学校軽音楽コンテスト中部大会において実施中
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その楽曲を「表現」するために必要なことを、メンバー全員でどれだけ

突き詰めて練習してきたか。また、披露できていたかを審査する。

①イメージ共有 ---------------------------------------------------------------------------　

　メンバー全員がその楽曲の歌詞や世界観、感情、ダイナミクスをどれ

だけ理解し、また共有して、どれだけ独自性を出しながら演奏できてい

たか。また表情やステージングなどで演出し、表現できていたか。

◉例え、音楽理論上は奇抜なフレーズであっても、楽曲の表現として成

　り立っていれば評価する。

◉個性に関するオリジナリティーはオリジナル楽曲の場合もコピー楽曲

　の場合も、歌唱や演奏が音楽的かどうかを重視し、評価する。

◉派手に動きまわることや動かないステージングなどは楽曲にそぐわな

　ければ評価しない。楽曲のイメージに合ったステージングやパフォー

　マンスができていたかを評価する。

◉客席に音楽や楽曲に含まれるメッセージなどを伝えようとしていたか

　を評価する。

◉きちんと演出されていたかどうかではなく、メンバー全員が 1 つに

　なってドラマを作ろうとしていたかを評価する。

　※自己満足で終わらず、全員で人に何かを伝える演奏を目指す意識を

　　育てる。

　※人前で演奏するということは楽曲を聴いてもらうためだけではな

　　く、ステージを見てもらうことでもあるという意識を育てる。

②バランス ----------------------------------------------------------------------------------

　ステージ上でメンバー同士が連携を取りながら演奏できていたか。各

パートの音量や音色、音の定位、音域などのバランスが取れていたか。

◉演奏中、お互いを意識して「合わせよう」としていたか。アイコンタ

　クト、ミスやトラブルのフォローなども評価の対象とする。

◉テーマ・メロディーやソロなどの音量や音色は適切で、押し引きがで

　きていたか。

◉それぞれがその楽曲の合奏に合う音作りができていて、歌を含むすべ

　てのパートがきちんと聴こえていたか。

◉チューニングが合っていたか。

　※自分が全体の中の 1 人であり、アンサンブルの中でどう演奏すれ

　　ば良いかという意識を育てる。

　※音楽は「音」として全員で奏でるものであるという意識を育てる。

　※楽器を「楽器」として扱い、本番に向けたメンテナンスや調整の必

　　要性を理解させる。

◉審査員 3 名（1 名は審査員長）が上記の考え方に基づき、総合的な

　審査を点数によって行い賞を決定する。同点だった場合は審査員、及

　びコメンテーターによって協議され、最終的に審査員長が判断する。

◉審査員は各バンド演奏終了後に講評し、アドバイスシートに全体的な

　アドバイスを記入する。コメンテーターは審査には関わらず、パート

　ごとのアドバイスをシートに記入する。

◉審査の点数は開示し、アドバイスシートは各校へ渡すことによって今

　後への意欲につなげる。

◉出場するバンド数が多く、演奏楽曲にオリジナル楽曲とコピー楽曲が

　混在する場合の部門分けやオリジナル楽曲の優秀性を審査しての「楽

　曲賞」の授与、各パートごとの「個人賞」の授与など、ケースによっ

　てのアレンジは可能とする。

①各賞の例 -----------------------------------------------------------------------------------

　グランプリ　　　　　　　　　　1 バンド

　準グランプリ　　　　　　　　　1 バンド

　第３位　　　　　　　　　　　　1 バンド

　奨励賞　　　　　　　　　　　　3 バンド

　楽曲賞（オリジナル楽曲のみ）　 1 バンド

　個人賞　　　　　　　　　　　　各 1 名

　　ベスト・ボーカリスト

　　ベスト・ギタリスト

　　ベスト・ベーシスト

　　ベスト・ドラマー

　　ベスト・キーボーディスト

　　ベスト・プレイヤー

　　（上記以外の楽器演奏などで優秀な生徒がいた場合）

②楽曲賞 --------------------------------------------------------------------------------------

　オリジナル楽曲において、歌詞、メロディー、コード進行、バンドア

レンジ、パートアレンジなどを含め、総合的に優れていたグループに贈

られる賞。

◉作者個人ではなく、グループに贈るものとする。

◉個人、及びバンドの演奏力や表現力は審査の対象に含まない。

③個人賞 --------------------------------------------------------------------------------------

　個人のテクニックや音楽的センスが優れていた生徒へ贈る賞。

◉アンサンブルを無視した身勝手な演奏などは対象外とする。

◉オリジナル楽曲やカバー楽曲の場合、個性やオリジナリティーも評価

　の対象とする。ただし、音楽的でない場合は評価の対象としない。

④その他、演奏中止、審査対象外、失格になる場合もある。---------------

◉危険行為を行った場合。

◉あきらかに演者の行動が起因となる遅延があった場合。

◉誹謗中傷や暴言など、部活動にそぐわない MC や発言があった場合。

◉その他、大会規定のルールを守らなかった場合。

　3．審査項目について②

　4．審査方法と賞について（例）

表現力
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